
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
と
そ
の
検
討

f
ペ
ル
ク
ソ
ン
的
反
省
と
現
象
学
干
反
省
一

小

川

侃

序
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こ
の
論
文
は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
第
一
部
に
総
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
の
解
釈
を
示
し
、
第
二
部
に
於
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の

方
法
に
お
け
る
直
観
と
知
性
と
の
役
割
を
検
討
す
る
。
第
三
部
で
は
、
合
一
と
反
省
と
を
め
ぐ
っ
て
、
特
問
へ
の
反
省
に
よ
っ
て
、
ベ
ル

ク
ソ
ニ
ス
ム
と
現
象
学
と
の
対
決
と
瀦
解
と
を
狙
っ
て
み
た
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
批
判
的
解
釈
が
目
的
で
あ
る
、

　
私
の
解
釈
の
立
場
を
、
最
初
に
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
私
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
分
析
及
び
主
知
主
義
的
契
機
を
重
視
す
る
。
普
通
の

考
え
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
方
法
的
に
盛
観
主
義
だ
、
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
私
は
、
事
実
は
、
直
観
が
分
極
を
導
く
の
だ
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
主
知
主
義
と
主
意
主
義
と
の
悶
に
定
位
し
て
い
る
と
見
る
。
今
日
で
は
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
ベ

ル
ク
ソ
ソ
霞
身
は
、
分
析
に
直
観
と
比
し
て
、
低
い
位
置
し
か
与
え
な
か
っ
た
。
だ
が
直
観
の
定
義
を
与
え
る
時
と
同
じ
く
、
分
析
の
定

義
を
与
え
る
階
に
も
、
た
め
ら
う
べ
き
だ
っ
た
と
思
え
る
。
し
か
も
第
一
及
び
第
二
の
主
著
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
行
っ
て
い
る
の
は
、
ま
ず

何
を
お
い
て
も
島
。
ω
霧
の
分
析
で
あ
る
。
こ
の
分
析
が
、
た
え
ず
直
観
の
下
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
の
は
、
否
定
し
難
い
。
結
局
、
薩
観

と
分
析
と
の
関
係
が
問
題
で
あ
っ
て
、
爾
港
の
根
源
的
遂
行
港
を
、
「
驚
き
の
経
験
」
に
見
製
す
。
さ
て
、
こ
こ
で
言
葉
の
意
味
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
私
は
、
広
義
の
颪
観
を
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
と
考
え
る
。
こ
の
藏
観
に
二
つ
の
機
能
を
分
け
与
え
、
合
一
と

　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
第
五
百
三
十
二
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七
四

721
　
　
反
省
と
す
る
。
こ
の
合
～
に
対
し
て
、
或
時
は
、
狭
義
の
直
観
と
い
う
樹
葉
を
あ
て
が
い
、
ま
た
鋼
の
蒋
に
は
、
反
省
に
対
し
て
、
直
観

　
　
と
い
う
意
味
を
あ
て
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
直
観
は
知
性
に
ま
た
が
る
し
と
い
う
場
合
が
そ
う
だ
。
私
は
他
方
、
知
性
が
な
す

　
　
分
析
も
二
種
に
分
け
る
。
一
つ
は
、
実
証
科
学
的
な
既
成
の
立
場
よ
り
な
さ
れ
る
概
念
約
分
析
、
つ
ま
り
、
ド
グ
マ
化
し
た
分
析
で
あ
る
。

　
　
他
は
、
薩
観
的
錆
反
省
的
分
析
（
こ
れ
を
哲
学
的
分
析
と
名
づ
け
よ
う
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
直
観
が
知
性
に
ま
た
が
る
特
の
分
析
で
あ

　
　
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
自
身
、
直
観
も
知
性
も
、
精
神
の
働
き
に
帰
し
て
、
精
神
が
精
神
を
捉
え
る
時
を
、
特
に
、
た
め
ら
い
つ
つ
直
観
と
、

　
　
他
方
精
神
が
物
質
に
向
う
蒔
を
、
知
性
と
名
づ
け
る
と
い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
註
）
　
買
付
け
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
著
作
に
つ
い
て
は
す
べ
て
、
℃
顧
C
「
男
繊
版
の
単
行
本
に
よ
る
Q
次
の
慣
例
的
略
号
を
使
偉
し
、
ア
ラ
ビ
ア
数

　
　
　
　
字
は
、
頁
付
け
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
σ
H
∴
的
旨
ミ
動
ミ
，
、
象
叙
§
誌
箋
§
ミ
鯨
恥
～
ミ
題
叙
馬
登
8
謹
9
§
融
”
一
。
。
G
。
り
…
窯
ζ
∴
罫
欺
専
、
恥
ミ
ミ
ミ
◎
疑
，
望
み
。
。
O
①
旧
騎
○
”
卜
、
肉
燵
ミ
N
ミ
§
ら
、
鳳
ミ
謁
昏
3

　
　
　
　
お
O
ご
じ
弓
ω
」
卜
”
寧
§
，
騰
笥
属
籍
，
蹄
ミ
黛
魯
6
竈
…
ζ
搾
一
三
自
粛
傷
N
§
き
ミ
ベ
翁
§
奪
ミ
。
ミ
～
馬
ミ
§
貯
、
ミ
曳
§
軍
お
器
…
勺
ζ
L
隷
、
§
隷
笥
ミ

　
　
　
　
踏
§
黛
§
ミ
堕
一
〇
愈
．
他
に
、
類
鐸
P
と
は
、
フ
ッ
サ
…
ル
全
集
（
譲
渡
し
。
①
門
薮
嚢
）
、
ハ
ー
グ
、
（
一
九
五
〇
年
以
来
、
）
を
指
す
。
ロ
ー
マ
数
字
は

　
　
　
　
巻
数
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
買
付
で
あ
る
。

第
一
部
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法

　
　
　
　
　
　
e
　
直
観
と
分
析
と
の
定
義

　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
「
形
而
上
学
入
門
」
の
断
頭
で
、
分
析
を
科
学
の
方
法
に
帰
し
、
分
析
と
は
、
記
号
に
よ
る
関
係
知
（
栢
対
知
）
を

求
め
る
こ
と
だ
、
と
考
え
た
。
そ
し
て
他
方
で
は
、
形
而
上
学
は
、
「
記
号
な
し
に
す
ま
そ
う
と
す
る
学
」
と
定
義
し
た
。
彼
は
形
而
上

学
の
方
法
と
は
、
絶
対
を
捉
え
る
直
観
に
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
自
身
、
こ
の
論
文
に
は
好
意
を
も
っ
て
い
な



　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
か
っ
た
と
思
え
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
誤
解
を
避
け
る
為
に
苦
心
し
た
の
で
あ
っ
て
、
形
無
上
学
の
方
法
と
し
て
、
藏
観
（
雛
馨
巳
ユ
8
）

　
　
と
い
う
言
葉
を
選
ぶ
の
を
た
め
ら
っ
た
と
何
度
も
書
い
た
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ぽ
、
精
神
が
精
神
自
身
を
知
る
方
法
と
し
て
、
他
に
表

　
　
現
の
仕
方
が
な
く
、
止
む
を
得
ず
直
観
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
分
析
を
定
義
す
る
時
に
も
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
た
め
ら
う
べ
き
で

　
　
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
哲
学
の
方
法
と
し
て
の
分
析
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
1
い

　
　
ず
れ
に
せ
よ
、
直
観
と
は
、
対
象
中
に
身
を
投
じ
、
共
感
と
想
像
力
と
に
よ
っ
て
、
対
象
の
独
自
な
る
も
の
を
、
概
念
へ
の
翻
訳
に
依
存

　
　
せ
ず
に
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
の
共
感
禽
身
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
直
観
に
よ
っ
て
、
対
象
の
ま
ユ
α
q
ぎ
巴
（
勺
ζ
●
一
斗
。
。
）

　
　
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
人
は
先
入
見
や
常
識
、
つ
ま
り
行
動
や
生
活
の
た
め
の
知
見
や
態
度
を
捨
て
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
知
性
は
、
生
活

　
　
の
安
定
の
た
め
に
、
黒
蝿
の
立
場
と
い
う
認
識
の
構
え
を
取
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
事
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
　
《
〈
○
跨

　
　
℃
o
塞
く
9
◎
と
い
う
態
度
は
、
ま
さ
に
形
而
上
学
の
も
の
で
、
そ
れ
は
、
既
成
の
立
場
、
先
入
見
と
常
識
と
の
破
壊
、
即
ち
認
識
態
度

　
　
の
根
本
的
変
革
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
直
観
は
「
否
定
の
能
力
」
（
℃
護
・
路
O
）
な
の
だ
。
他
方
、
含
◎
マ
℃
o
霞
冥
曾
。
マ
》

　
　
は
、
実
証
科
学
や
常
識
の
や
り
方
で
あ
る
。
知
性
は
、
　
ニ
ー
チ
ェ
の
い
っ
て
い
た
よ
う
に
、
新
奇
な
も
の
、
未
知
の
も
の
を
恐
れ
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
を
既
知
の
も
の
に
還
元
し
て
安
心
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
常
に
、
関
係
知
、
概
知
の
も
の
へ
の
翻
訳
を
得
る
だ
け
で
あ
る
。
こ

　
　
れ
を
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
分
析
と
名
づ
け
る
。
対
象
を
、
既
知
の
要
素
、
共
通
項
に
翻
訳
し
、
物
事
を
記
号
的
に
表
現
す
る
こ
と
、
－
こ

　
　
こ
に
、
現
在
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
墳
出
を
見
な
い
で
、
そ
れ
を
過
去
（
既
知
の
こ
と
）
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
「
膨
顧
的
錯
覚
」
（
℃
ζ
．
目
羅
）

　
　
の
源
が
あ
る
…
そ
し
て
、
記
号
的
表
現
は
、
何
よ
り
も
、
生
活
の
便
利
と
一
定
の
実
際
的
臣
的
の
為
の
認
識
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
る
。
し
か
し
、
既
成
の
態
度
で
物
事
を
処
理
し
た
ら
、
疑
知
の
も
の
以
外
の
何
も
の
も
得
ら
れ
ま
い
。
し
か
る
に
、
形
弼
上
学
は
、
純
粋

　
　
認
識
を
め
ざ
す
、
つ
ま
り
「
み
る
た
め
に
、
み
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
物
を
内
か
ら
捉
え
、
そ
れ
と
共
感
し
、
相
対
知
を
絶
し
た

　
　
絶
対
知
を
得
る
の
だ
、
と
べ
ル
ク
ソ
ン
は
考
え
る
。
し
か
し
、
相
対
知
1
1
翻
訳
知
を
求
め
る
に
す
ぎ
な
い
分
析
を
、
常
識
の
立
場
と
す
る

　
　
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
そ
れ
を
科
学
の
方
法
だ
、
と
し
た
こ
と
は
震
怒
で
あ
っ
て
、
後
に
「
科
学
も
ま
た
実
在
に
触
れ
る
」
（
＜
○
ぎ
℃
霞
’

鷲　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
γ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

撫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
匂
。
匂
。
）
と
訂
正
す
る
は
め
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
1
）
　
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
「
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
の
対
譜
」
（
邦
訳
、
み
す
ず
書
房
）
参
震
。

　
　
　
（
2
）
　
Z
葦
錺
。
｝
｝
窃
≦
9
β
ω
焦
μ
曹
軍
僻
、
肌
。
冨
》
霧
0
9
p
・
ぎ
“
嬢
刷
．
同
押
。
・
塵
Φ
謡
噸

　
　
　
（
3
）
　
翻
訳
知
は
、
即
ち
科
学
の
取
る
立
場
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
根
魁
知
だ
ろ
う
か
。
記
号
化
は
、
常
に
科
学
の
取
る
態
度
か
。
分
析
と
記
号
化
は
同

　
　
　
　
一
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
記
暑
に
つ
い
て
の
吟
味
は
、
機
会
を
え
て
、
行
い
た
い
。
。
h
浮
実
色
①
ざ
き
8
，
、
～
ら
奪
鳶
F
⑳
這
b
。
9

◎
　
直
観
に
貫
か
れ
た
分
析

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
「
分
析
」
を
少
々
安
易
に
建
質
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
主
著
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
遂
行
し
た
の
は
、
分
析
だ
か
ら
だ
。

「
形
髪
上
学
入
門
」
を
よ
く
読
め
ば
、
直
観
と
分
析
の
定
義
は
、
以
前
の
多
く
の
哲
学
者
の
共
通
的
考
え
を
取
り
出
し
た
も
の
と
も
愚
わ

　
（
1
）

れ
る
。
す
る
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
分
析
は
、
こ
れ
と
は
別
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
も
、
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
実
は
、
こ
こ
で
い
わ
れ

た
分
析
と
は
、
ド
グ
マ
化
し
た
、
理
念
化
し
た
科
学
的
分
析
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
理
念
化
と
は
、
事
物
と
の
接
触
を
失
っ
た
、
と
い

　
　
　
　
　
（
2
）

う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
所
謂
「
積
分
的
経
験
」
を
め
ざ
す
科
学
と
し
て
の
哲
学
は
、
直
観
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
直
観
と
分
析
的

知
性
と
の
共
働
作
業
、
つ
ま
り
、
薩
観
に
貫
か
れ
た
分
析
に
よ
る
の
だ
、
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
を
私
は
哲
学
的
分
析
と
呼
ぶ
。

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
絶
え
ず
持
続
の
薩
観
に
立
ち
戻
り
つ
つ
、
言
葉
と
空
聞
に
お
い
て
考
え
る
と
い
う
吾
々
の
習
慣
を
捨
て
て
、
実
在
を

赤
裸
々
に
と
り
織
そ
う
と
試
み
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
分
析
は
、
ま
ず
こ
の
自
己
否
定
の
作
業
と
し
て
現
れ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
分
析
は
、

「
空
間
を
占
め
な
い
現
象
を
、
空
關
の
中
に
並
べ
る
事
に
固
執
す
る
」
（
】
》
一
．
＜
騨
ノ
N
O
ヰ
圃
）
ピ
O
①
）
吾
々
膚
身
の
思
惟
の
習
慣
1
ー
ド
グ
マ

化
的
知
性
の
否
定
な
の
だ
か
ら
。
　
（
第
一
の
主
著
の
第
一
黒
金
体
は
こ
の
見
事
な
例
で
あ
る
。
）
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
分
析
1
1
反
省

（
＜
o
ぎ
O
H
“
禽
藁
誤
）
は
、
そ
の
力
を
賢
妻
或
い
は
「
決
定
的
経
験
」
か
ら
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
要
約
す
る
と
、
ベ
ル
ク
ソ
ン

の
分
析
は
、
直
観
か
ら
力
を
得
な
が
ら
、
習
慣
的
思
惟
を
否
定
す
る
こ
と
、
雪
避
に
知
性
の
認
識
的
無
能
力
の
根
拠
を
顕
わ
に
す
る
こ
と
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
以
上
に
よ
っ
て
実
在
を
そ
の
純
粋
な
姿
で
取
り
出
す
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
い
う
。
長
い
一
連
の
反
省
と
分
析
と
に
よ
つ

　
　
て
、
偏
見
を
排
除
し
、
純
粋
な
内
的
持
続
を
再
発
見
し
た
、
と
。
（
℃
寓
’
蒔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
だ
が
哲
学
老
は
、
直
観
に
磁
足
し
た
ま
ま
沈
黙
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ぬ
Q
哲
学
者
は
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
哲
学
者
が
語

　
　
ら
ね
ぽ
な
ら
ぬ
の
は
、
真
理
は
世
界
と
と
も
に
し
か
な
い
か
ら
だ
。
そ
し
て
ま
た
、
蔵
観
が
、
語
ら
れ
た
言
葉
と
し
て
身
体
化
し
な
い
時
、

　
　
そ
れ
は
直
観
と
さ
え
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
哲
学
者
は
、
直
観
を
伝
え
る
た
め
に
、
や
は
り
知
性
に
依
存
す
る
訳
で
あ
り
、
観
念
に
ま
た

　
　
が
ら
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
（
℃
竃
．
誌
）
だ
が
、
正
確
に
語
る
た
め
に
は
、
実
在
に
ぴ
っ
た
り
あ
っ
た
、
あ
つ
ら
え
の
衣
服
一
1
概
念
を
着
せ
ね

　
　
ぽ
な
ら
な
い
。
実
在
に
あ
つ
ら
え
の
概
念
を
着
せ
る
こ
と
、
つ
ま
り
実
在
の
独
自
性
、
原
本
性
を
捉
え
る
よ
う
に
思
惟
す
る
こ
と
一
…
こ

　
　
れ
が
、
哲
学
に
正
確
性
を
与
え
る
一
こ
の
た
め
に
ま
ず
、
実
在
の
ま
と
う
既
成
概
念
を
破
棄
し
、
そ
れ
と
平
行
し
て
、
既
成
の
見
地
を

　
　
否
定
す
る
こ
と
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
哲
学
的
分
析
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
そ
れ
は
実
在
の
純
化
で
あ
り
、
哲
学
者
の
態
度
変
革
、
一

　
　
定
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
の
否
定
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
だ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
も
し
最
初
に
既
製
概
念
を
し
り
ぞ
け
、
現

　
　
実
の
薩
接
的
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
を
獲
得
し
、
し
か
る
後
こ
の
実
在
を
、
そ
の
分
節
を
考
慮
し
て
細
分
す
る
な
ら
ぽ
、
そ
の
と
き
こ
そ
、
自
分
の

　
　
考
え
を
表
明
す
る
た
め
に
形
成
す
べ
き
新
し
い
諸
概
念
は
、
鰐
象
の
寸
法
に
正
確
に
合
わ
せ
て
裁
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
℃
竃
・
昏
。
。
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
ず

　
　
　
だ
が
既
成
概
念
の
棄
却
も
、
実
在
の
自
か
ら
な
る
分
析
・
も
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
時
に
は
、
進
み
よ
う
が
あ
る
ま
い
。

　
　
こ
う
い
う
蒔
に
は
、
既
成
概
念
を
棄
却
す
る
と
し
て
も
、
ど
う
い
う
仕
方
を
取
る
の
か
、
精
神
に
は
翼
賛
も
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。
ベ
ル
ク

　
　
ソ
ソ
の
実
際
歩
ん
だ
道
を
反
省
す
る
方
が
、
推
論
す
る
（
吋
楚
一
ω
○
雌
雛
ゆ
噌
）
よ
り
も
意
味
が
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
を
奉
じ
た
後
に
、

　
　
そ
の
内
に
は
、
階
聞
が
何
の
役
割
も
果
し
て
い
な
い
の
を
知
っ
て
、
彼
は
、
驚
い
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
ダ
イ
モ
ー
ン
が
、
「
お

　
　
か
し
い
」
《
葺
℃
o
ω
。
・
産
Φ
》
と
叫
ん
だ
の
だ
。
ダ
イ
モ
ー
ン
と
は
、
「
或
種
の
、
漠
然
と
し
た
、
だ
が
決
定
的
な
経
験
扁
（
勺
ζ
．
齢
O
）
の

　
　
こ
と
だ
Q
こ
の
経
験
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
に
、
人
が
こ
れ
ま
で
時
好
に
つ
い
て
教
え
た
嘉
実
や
理
由
は
怪
し
い
も
の
だ
、
と
語
る
Q
つ
ま
り
、

　
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
漠
然
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
決
定
的
に
持
続
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
だ
か
ら
、
こ
の
経
験
の
純
化
と
確
証

75ユ　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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（
4
）

に
あ
る
。
純
化
に
よ
っ
て
、
彼
は
持
続
を
再
発
見
す
る
。
一
落
由
の
問
題
に
つ
い
て
も
事
態
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
自

由
の
事
実
は
予
め
経
験
さ
れ
て
い
て
、
第
一
の
主
著
に
よ
る
、
そ
の
経
験
の
純
化
と
確
証
が
、
門
閥
と
空
間
と
の
根
本
的
差
別
を
打
ち
立

て
る
と
い
う
意
味
で
の
分
析
で
あ
っ
た
。
（
U
H
・
⑩
幌
延
①
》
糾
昌
）
ベ
ル
ク
ソ
ソ
で
は
、
分
析
と
は
純
粋
に
取
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
他
面
で
は
、
否
定
作
用
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
差
刷
す
る
と
は
、
否
定
で
あ
り
、
不
純
物
の
廃
棄
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
既
に
雪
及
し
た
哲
学
的
分
析
の
導
き
手
が
、
直
観
だ
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
次
の
様
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
真
の
哲
学
者
は
、
彼
の
精

神
の
努
力
の
本
源
に
あ
る
決
定
的
な
根
源
的
経
験
を
語
ろ
う
と
努
め
、
表
現
し
よ
う
と
す
る
が
、
余
り
に
も
そ
の
経
験
が
単
純
で
あ
る
た

め
に
成
就
さ
れ
な
い
。
彼
の
表
現
の
努
力
は
、
訂
正
に
訂
正
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。
直
観
は
否
定
す
る
力
な
の
だ
か
ら
、
訂
正
の
際
に

も
、
精
神
が
以
前
に
肯
定
し
た
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
一
度
否
定
し
た
こ
と
を
、
再
び
肯
定
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

直
観
の
こ
の
よ
う
な
否
定
力
は
根
源
的
経
験
に
由
来
す
る
。
だ
か
ら
、
哲
学
的
分
析
で
は
、
根
源
的
経
験
に
よ
っ
て
否
定
さ
る
べ
き
も
の

が
指
示
さ
れ
、
除
去
さ
れ
、
他
方
そ
れ
に
よ
っ
て
、
実
在
が
純
化
さ
れ
る
、
つ
ま
り
差
異
化
（
微
分
）
が
な
さ
れ
る
。
i
さ
て
今
、
哲

学
者
が
現
実
を
無
視
し
て
、
演
繹
的
に
推
論
し
た
と
す
る
。
た
だ
ち
に
遊
観
が
否
定
し
、
禁
止
す
る
。
こ
う
し
て
、
学
説
は
、
自
分
を
見

失
い
、
再
発
見
す
る
と
い
う
不
断
の
自
己
訂
正
1
1
自
己
否
定
と
い
っ
た
ジ
グ
ザ
グ
運
動
を
な
す
。
だ
か
ら
薩
観
の
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
が
、
学
説

の
推
進
力
な
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
哲
学
者
達
は
（
岬
窃
冨
』
o
。
・
o
覧
嵩
ω
）
、
も
の
を
認
識
す
る
盤
陀
の
、
根
本
的
に
違
っ
た
両
つ
の
区
騎
に
同
意
し
て
い
る
。
」
（
勺
ζ
胸
寄
刈
）

　
（
2
）
　
国
書
9
2
淫
．
一
層
吻
り
．
特
に
そ
の
ω
と
⑧
。
　
「
経
験
し
、
発
見
す
る
思
惟
、
独
劇
的
に
理
論
を
構
成
す
る
思
惟
が
、
記
暑
的
な
も
の
に
変
え
ら

　
　
れ
た
概
念
で
も
っ
て
す
る
と
い
う
思
惟
に
変
わ
っ
た
Q
」
（
瓢
芦
曽
」
W
（
H
≦
・
ω
。
心
。
。
．
）
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
ガ
リ
レ
イ
に
こ
の
張
本
人
を
み
る
。
ベ
ル

　
　
ク
ソ
ン
も
、
微
分
法
は
本
来
聖
篭
上
学
的
直
観
に
よ
っ
た
が
、
後
に
記
暑
化
さ
れ
、
実
利
的
に
な
っ
た
。
だ
が
そ
れ
と
同
母
に
、
本
来
の
直
観
を
失

　
　
つ
た
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
（
匿
≦
●
邸
り
）

　
（
3
）
　
ベ
ッ
カ
ー
（
○
路
費
冬
至
費
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
哲
学
す
る
の
は
、
語
る
こ
と
だ
と
い
う
Q
（
穴
。
鵠
自
己
⑦
＜
興
霞
彗
単
一
想
霧
冨
。
｝
回
護
h
け
h
昨

　
　
曄
陣
。
7
矯
g
冨
集
9
ω
匿
G
。
鼻
）
又
、
鼠
窪
2
午
勺
〇
三
ざ
ミ
£
6
叙
恥
ミ
苓
ミ
§
§
、
籍
ニ
ソ
忠
（
Q
自
ヨ
§
山
L
念
。
）



（
4
）
　
＜
o
ぎ
℃
罎
．
刈
。
。
1
ρ

⇔
　
直
観
一
l
i
反
省
か
、
合
一
か
。

　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
直
観
は
反
省
だ
と
い
う
Q
（
℃
窯
曾
Φ
α
）
直
観
が
多
義
的
桐
を
呈
す
る
こ
と
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
も
認
め
て
い
る
。
そ
れ

　
　
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
罪
で
は
な
く
、
む
し
ろ
直
観
自
身
が
定
義
を
拒
否
し
て
い
る
の
だ
Q
固
定
的
、
幾
何
学
的
定
義
と
薩
観
と
は
、
不
可

　
　
共
約
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
直
観
は
、
「
意
志
的
共
感
に
よ
る
想
像
力
的
合
一
」
と
「
対
象
と
の
共
犯
関

　
　
係
を
拒
絶
し
た
、
反
省
的
な
く
。
騨
℃
o
母
く
。
騨
」
と
の
間
を
動
揺
し
て
い
る
と
思
え
る
。
…
一
盗
観
と
は
、
否
定
す
る
力
だ
、
と
前
に

　
　
述
べ
た
が
、
「
創
造
的
進
化
」
の
続
騰
章
で
、
否
定
と
は
反
省
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
否
定
判
断
は
、
あ
る
肯
定
判
断
を
、
他
の
肯
定

　
　
判
断
で
謬
制
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
、
物
事
縢
身
に
は
関
ら
な
い
。
否
定
す
る
隠
、
人
は
慮
分
か
、
他
人
か
に
意
見
し
て

　
　
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
精
神
の
対
象
へ
の
託
り
方
に
関
係
し
、
訂
正
し
、
告
知
す
る
。
だ
か
ら
、
否
定
す
る
こ
と
は
、
反
省
す
る
こ
と
で

　
　
あ
る
。
精
神
が
、
肯
定
命
題
A
を
否
定
す
る
階
、
彼
は
A
に
書
き
換
わ
る
べ
き
B
と
い
う
樽
定
命
題
を
予
感
し
て
い
て
、
置
換
の
必
要
を

　
　
感
じ
て
い
る
。
実
は
、
し
か
し
、
こ
の
時
、
た
だ
A
と
い
う
命
題
を
肯
定
し
て
い
る
自
分
に
反
対
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

　
　
「
彼
は
、
後
に
眼
を
向
け
、
養
分
が
存
在
す
る
の
を
止
め
た
点
を
し
か
知
ろ
う
と
せ
ず
偏
（
国
O
●
b
。
⑩
。
。
）
つ
ま
り
撒
き
代
え
ら
れ
る
べ
き
A

　
　
と
い
う
命
題
の
み
を
み
つ
め
る
。
　
「
変
化
の
確
認
」
や
「
戴
換
の
確
認
」
は
、
過
ぎ
去
っ
た
ば
か
り
の
過
去
に
注
毒
し
て
い
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
っ
て
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
に
反
省
で
は
な
い
か
。
直
観
の
否
定
性
は
、
か
か
る
意
味
で
の
反
省
を
指
籍
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
反
省
す
る

　
　
時
、
哲
学
者
は
、
絶
え
ず
更
新
す
る
現
在
か
ら
限
を
そ
ら
せ
て
い
る
た
め
に
、
も
し
直
観
と
は
否
定
作
用
な
ら
ぽ
、
彼
に
は
、
現
在
の
絶

　
　
え
ざ
る
、
新
た
な
客
意
の
直
観
は
拒
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
直
観
と
は
、
絶
え
ざ
る
現
在
に
の
み
注
意
を
緊
張
さ
せ
て

　
　
い
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
含
一
し
て
い
く
精
神
の
作
用
を
意
冠
し
て
い
る
。
上
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
反
省
と
は
、
過
ぎ
去
っ
た
ば
か

　
　
り
の
も
の
に
注
目
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
肝
属
的
錯
覚
を
犯
す
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
変
化
を
確
認
す
る
の
は
、
同
一
な
る
部
分
を

771　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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0

781
　
　
知
っ
た
時
に
始
め
て
で
き
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
だ
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
直
観
と
い
う
言
葉
の
前
で
た
め
ら
っ
た
、
と
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
（
℃
冨
．
b
。
窃
）
、
以
前
の
哲
学
に
よ
る
手

　
　
あ
か
を
洗
い
落
そ
う
。
簡
単
に
、
直
観
と
は
精
神
が
精
神
を
直
接
み
る
作
用
だ
、
と
考
え
よ
う
。
直
観
が
反
省
だ
、
と
い
う
意
味
は
、
私

　
　
が
私
自
身
の
内
に
帰
り
、
私
自
身
を
知
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
乙
類
。
　
駆
鱒
》
　
＜
o
凶
歳
い
　
圃
）
H
顧
　
一
日
窃
）
す
る
と
、
直
観
と
は
、
自
己
反
省
で
あ
り
、

　
　
と
り
も
な
お
さ
ず
、
持
続
に
お
い
て
思
惟
す
る
こ
と
だ
。
（
国
議
・
。
。
O
）
「
直
観
と
は
、
…
…
直
接
的
意
識
で
あ
り
、
み
ら
れ
る
対
象
と
分

　
　
か
ち
難
い
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
で
あ
り
、
接
触
、
合
一
で
さ
え
あ
る
認
識
で
あ
る
。
」
（
唱
憲
．
卜
。
日
）
反
省
に
よ
り
内
的
経
験
に
帰
る
時
、
私
は
、

　
　
外
的
対
象
に
ま
っ
す
ぐ
に
、
由
己
を
忘
れ
て
働
き
か
け
る
知
性
を
否
定
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
（
℃
駕
．
陸
）
知
性
の
実
際
的
傾
向
を
否
定
す
る

　
　
こ
と
、
そ
し
て
精
神
を
精
神
自
身
に
帰
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
直
観
あ
る
い
は
反
省
の
働
き
な
の
で
あ
る
Q
だ
か
ら
、
直
観
と
は
、
知
性
を

　
　
否
定
し
、
支
配
す
る
意
志
の
こ
と
に
態
な
ら
な
い
。
精
神
が
自
己
を
観
ず
る
働
き
に
お
い
て
、
哲
学
者
は
、
接
触
的
合
一
、
つ
ま
り
、
精

　
　
神
が
持
続
の
内
に
呑
み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
持
続
の
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
を
経
験
す
る
。
こ
の
時
、
私
は
持
続
す
る
、
故
に
私
は
あ

　
　
る
。
だ
か
ら
私
は
、
私
以
外
の
毒
の
も
、
持
続
に
於
い
て
、
換
言
す
れ
ぽ
、
私
と
の
、
つ
ま
り
私
の
持
続
と
の
共
感
に
お
い
て
認
識
す
る

　
　
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
宇
宙
の
持
続
も
、
～
杯
の
砂
糖
水
が
溶
け
る
の
を
待
つ
私
の
持
続
と
の
対
応
に
お
い
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
哲
学
者
は
、
直
観
を
伝
え
る
た
め
に
、
知
性
に
ま
た
が
り
、
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
門
知
性
作
用
と
し
て
も
直
観
と
し
て
も
、

　
　
思
惟
は
い
つ
も
言
語
を
利
用
す
る
。
そ
し
て
直
観
も
思
惟
で
あ
る
限
り
、
最
後
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
概
念
の
中
に
宿
る
の
だ
8
（
℃
鍵
●
。
。
H
）

　
　
つ
ま
り
接
触
的
合
一
の
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
を
明
言
判
明
な
観
念
へ
と
発
展
さ
せ
る
（
濠
く
鉱
。
℃
℃
興
）
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
薄
く
巴
○
℃
冒
鐙
は
、

　
　
氏
母
。
巳
興
（
展
開
す
る
）
と
は
異
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
一
切
は
与
え
ら
れ
て
い
て
、
あ
と
は
、
要
素
を
お
き
か
え
る
こ
と
だ
け
が
問

　
　
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
持
続
は
、
一
切
が
一
度
に
与
え
ら
れ
る
の
を
妨
げ
、
そ
れ
を
遅
ら
ぜ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
持
続
は
、
一
方
で
は
、

　
　
何
も
の
か
を
仕
上
げ
る
原
理
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
、
遅
延
作
用
で
も
あ
る
。
　
（
剛
潔
．
一
8
）
決
定
的
経
験
の
発
展
と
は
、
知
的
努
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
必
要
と
せ
ぬ
展
開
と
は
異
っ
て
（
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
意
識
の
同
一
平
薦
上
を
展
開
す
る
か
ら
）
、
持
続
と
の
合
一
（
要
約
で
も
凝
縮
で



　
　
も
な
い
金
事
を
表
象
す
る
シ
ェ
ー
マ
、
そ
れ
は
単
に
方
向
の
み
で
あ
る
。
（
図
ω
昌
α
⑩
）
）
か
ら
出
て
、
明
嚇
判
明
な
観
念
へ
と
発
展
す
る
こ

　
　
と
で
あ
る
。
こ
の
蒋
、
精
神
は
、
意
志
的
努
力
に
よ
っ
て
、
意
識
の
平
面
を
次
々
に
横
ぎ
る
。
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
か
ら
イ
マ
！
ジ
ュ
へ
、
更
に

　
　
概
念
へ
と
。
こ
の
発
展
が
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
の
具
体
化
で
あ
り
、
轡
型
で
は
、
不
明
蜥
、
不
判
明
な
る
観
念
の
除
去
で
あ
る
。
哲
学
的
著
作

　
　
を
書
き
、
直
観
を
概
念
化
し
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
の
意
味
を
解
読
す
る
の
は
、
こ
う
い
う
知
的
な
努
力
な
の
で
あ
る
。
　
「
表
象
は
、
綱
か
な
点

　
　
が
、
よ
り
多
く
除
か
れ
れ
ば
、
一
層
明
噺
で
あ
り
〔
否
定
（
無
化
）
↓
明
嚇
〕
、
孤
立
さ
せ
て
、
他
の
す
べ
て
の
表
象
と
の
相
違
を
は
っ

　
　
き
り
さ
せ
れ
ぽ
さ
せ
る
程
、
判
明
な
の
だ
〔
区
別
↓
判
明
〕
。
」
（
国
6
0
．
　
8
Q
Q
二
一
α
）
こ
の
直
観
か
ら
概
念
へ
の
発
展
は
、
動
的
で
あ
っ
て
、
心

　
　
的
努
力
は
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
と
概
念
と
の
間
の
作
用
と
反
作
用
の
動
き
に
あ
る
の
だ
。
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
“
シ
ェ
ー
マ
は
、
自
分
の
発
展
を
阻
比

　
　
す
る
観
念
を
除
去
す
る
。
こ
の
動
き
の
中
で
、
自
己
修
正
と
自
己
否
定
の
力
と
し
て
鷹
観
は
働
い
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
の
具
体
化

　
　
が
、
哲
学
的
分
析
だ
、
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
分
析
的
知
性
が
、
常
に
颪
観
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

　
　
う
。

　
　
　
電
送
で
あ
れ
、
反
省
で
あ
れ
、
そ
れ
は
内
的
経
験
に
帰
る
こ
と
だ
、
と
べ
ル
ク
ソ
ン
は
考
え
た
。
こ
の
内
的
動
き
の
中
で
、
反
省
的
分

　
　
析
が
な
さ
れ
る
。
分
析
と
は
、
経
験
の
純
化
で
あ
り
、
具
体
化
で
あ
る
。
具
体
化
と
は
、
実
在
独
自
の
概
念
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
あ
る
い
は
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
の
意
味
を
発
展
さ
せ
、
純
化
し
、
読
み
取
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
意
味
の
解
読
」
は
、
團
顧
的
錯
覚

　
　
を
、
つ
ま
り
現
在
を
過
去
に
投
入
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
反
省
的
分
析
に
よ
る
発
展
も
、
「
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
の
團
顧
」

　
　
と
い
う
性
格
を
と
り
除
き
得
ぬ
の
で
な
い
か
。
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
は
、
確
か
に
瞬
間
の
も
の
で
、
こ
こ
に
鳴
る
に
は
苦
る
し
い
努
力
が
必
要
だ
。

　
　
哲
学
者
が
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
を
分
析
的
に
発
展
さ
せ
る
と
き
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
園
顧
的
反
省
に
立
た
ざ
る
を
得
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
反
省

　
　
的
分
析
は
、
発
展
一
直
観
が
呼
び
だ
す
発
展
な
の
だ
か
ら
、
過
去
の
み
に
関
る
の
で
な
く
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
の
純
化
、
具
体
化
と
い
う
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
在
の
作
用
だ
と
い
え
る
。
反
省
的
分
析
は
、
所
与
の
要
素
の
置
換
で
は
な
い
。
却
っ
て
、
そ
れ
は
、
創
造
の
「
衝
動
力
」
に
よ
っ
て
推
進

　
　
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
直
観
は
、
。
・
o
ま
欝
帥
音
惹
鼠
ρ
話
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
発
展
の
要
約
で
は
な
く
、
方
向
指
示
に
す
ぎ

79一　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
第
五
百
三
十
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

80
1
　
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
《
器
霧
》
と
い
う
と
き
、
「
方
向
扁
と
「
意
味
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
を
、
ぽ
ω
霧
ω

　
　
ヨ
。
償
く
鋤
馨
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
（
国
Q
っ
。
＆
）

　
　
　
反
省
的
分
析
は
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
を
回
顧
的
に
定
立
す
る
（
対
象
化
）
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
よ
う
に
回
顧
性
を
認
め

　
　
ず
に
、
現
在
の
噴
出
に
の
み
注
意
を
向
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
極
端
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
直
観
が
、
現
在
と
の
合
一
性

　
　
を
持
つ
こ
と
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
現
在
の
分
析
の
努
力
と
合
一
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
だ
が
、
こ
れ
は
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
腿
製
表
の
経
験
の
指
導
性
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
し
、
反
省
的
分
析
の
作
業
そ
の
も
の
を
否
認
す
る
こ
と

　
　
に
な
る
。
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
は
、
哲
学
者
の
努
力
を
、
た
え
ず
《
o
ユ
①
簿
鶏
》
し
て
い
る
は
ず
だ
。
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
は
、
そ
れ
が
純
化
さ
れ
て
い

　
　
る
と
き
に
も
、
た
え
ず
決
定
的
経
験
と
し
て
働
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。
と
す
れ
ば
、
ど
う
み
て
も
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
と
い
う
決
定
的
経
験
に

　
　
負
う
限
り
、
反
省
的
分
析
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
回
顧
性
を
も
つ
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
「
問
題
（
過
去
）
と
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
答
（
現
在
）
と
の
取
り
ひ
き
」
で
あ
り
、
栢
互
作
用
で
あ
る
。
（
閃
G
o
・
同
。
。
藤
）

　
　
　
（
1
）
　
国
O
・
b
。
り
ω
．
く
σ
q
ド
属
9
斜
じ
σ
興
謡
u
ω
．
G
。
Φ
●
反
省
作
用
と
は
、
後
か
ら
の
確
認
（
Z
毬
プ
σ
q
o
！
護
7
§
ρ
）
で
あ
る
、
と
フ
ッ
サ
ー
ル
は
い
っ
て
い
る
Q

　
　
　
（
2
）
　
志
向
的
に
考
え
れ
ば
、
問
題
は
な
く
な
る
。

　
　
　
（
3
）
察
浮
琴
㌘
昌
》
賊
・
σ
Q
・
繕
5
℃
羅
§
呈
ρ
（
8
一
藪
ゴ
募
琶
p
卜
・
◎

　
　
　
　
　
　
⑳
　
二
段
構
え
の
反
省

　
ま
ず
以
上
の
議
論
を
要
約
し
て
お
き
た
い
。
私
は
私
の
知
性
の
働
き
を
否
定
し
て
、
つ
ま
り
私
の
自
己
否
定
に
よ
っ
て
、
三
皇
な
ぜ
な

ら
、
吾
々
の
知
性
は
実
利
性
と
記
号
化
を
め
ざ
す
の
だ
し
、
人
間
の
生
の
基
本
様
式
は
、
行
動
で
あ
る
。
つ
ま
り
門
な
し
と
げ
よ
う
と
す

る
行
為
に
集
中
す
る
こ
と
」
（
図
ω
．
零
）
で
あ
る
か
ら
。
私
は
身
体
な
し
で
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
し
、
従
っ
て
、
身
体
は
、
吾
々

の
精
神
を
生
へ
の
注
意
の
下
に
ひ
き
し
ぼ
る
慰
か
な
の
で
あ
る
・
魏
認
識
は
・
純
粋
知
繕
言
的
行
動
と
は
異
解
哲
学
す
る
と
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は
、
こ
の
生
へ
の
注
意
を
弛
め
る
こ
と
、
注
意
の
転
醐
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
「
変
化
の
知
覚
」
の
内
で
い
っ
て
い
る
。
一
自
然
の
傾

向
と
思
惟
の
習
慣
に
逆
行
し
て
、
私
の
持
続
と
の
合
一
を
経
験
す
る
。
知
性
は
実
在
を
、
概
成
の
立
場
で
捉
え
る
の
だ
か
ら
、
知
性
の
否

定
は
純
粋
に
実
在
を
捉
え
る
努
力
の
条
件
で
あ
る
。
純
粋
認
識
を
求
め
る
《
＜
o
窪
℃
o
母
く
。
騨
》
が
反
省
で
あ
り
、
直
観
の
意
味
で
あ
る
。

　
さ
て
一
、
ヘ
ル
ク
ソ
ン
霞
身
に
煮
て
、
哲
学
の
始
ま
り
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
隠
閾
は
、
動
き
と
い
う
不
可
逆
の
進
行
だ
、
そ
れ
は
測
定
で
き

ぬ
し
、
記
暑
と
は
何
の
関
係
も
な
い
と
知
っ
た
。
そ
れ
は
問
題
の
発
見
（
あ
る
い
は
提
出
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
漠
然
た
る
予
感

で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
通
常
吾
々
は
、
時
間
に
つ
い
て
話
す
時
、
持
続
の
測
定
を
考
え
る
が
、
持
続
そ
の
も
の
は
考
え
な
い
。
だ
が
科

学
が
除
玄
す
る
こ
の
持
続
、
能
い
描
く
こ
と
も
、
表
現
す
る
こ
と
も
困
難
な
こ
の
持
続
を
人
は
感
じ
て
い
る
の
だ
し
、
ま
た
体
験
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
の
だ
。
：
…
山
つ
の
意
識
が
持
続
を
測
定
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
見
よ
う
と
欲
し
、
そ
れ
故
、
持
続
を
停
止
さ
ぜ
な
い
で
把
握
し
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
り
自
分
自
身
を
対
象
に
と
り
、
観
察
者
と
行
動
者
、
自
発
無
意
識
と
反
省
的
意
識
と
を
兼
ね
て
、
自
己
を
凝
視
す
る
注
意
の
働
き
と
逃

が
れ
ゆ
く
時
間
と
を
接
透
さ
せ
、
　
致
せ
し
め
る
に
至
る
な
ら
ぽ
、
持
続
は
そ
の
意
識
に
い
か
な
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

問
題
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
℃
竃
儒
餌
）
し
か
し
こ
の
驚
き
に
お
い
て
、
持
続
は
少
し
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
だ
け
だ
っ
た
。
持
続

の
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
は
長
つ
づ
き
し
な
い
。
（
℃
竃
。
Q
o
回
り
】
∪
り
一
『
膳
）
そ
れ
は
驚
き
に
よ
る
問
題
の
発
見
に
す
ぎ
な
か
っ
た
Q
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、

「
こ
の
問
題
を
抱
い
て
、
従
来
無
関
心
に
す
ご
し
た
内
的
生
命
の
領
域
に
入
り
込
ん
だ
Q
」
（
勺
竃
．
膳
）
こ
の
と
き
彼
は
「
内
的
生
命
の
内

に
経
験
の
最
初
の
領
野
を
発
見
し
、
欝
葉
の
上
の
解
決
を
放
棄
し
た
」
（
℃
ζ
．
Φ
○
。
）
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
驚
き
に
よ
る
ヴ
ィ
ジ
オ
ン

は
、
も
う
一
度
明
確
に
捉
え
直
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
方
向
指
示
と
し
て
は
決
定
的
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
す
れ
ぽ
、

漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
長
つ
づ
き
し
な
い
か
ら
。
こ
れ
を
も
う
一
度
捉
え
薩
す
、
つ
ま
り
再
発
見
す
る
た
め
に
、
第
一
の
反

省
と
分
析
と
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
実
在
に
つ
い
て
の
既
成
の
概
念
を
引
き
裂
く
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
言
葉
を
捨
て
、
実
在

を
捉
え
る
既
成
の
立
場
を
破
壊
し
、
習
慣
的
思
惟
方
式
、
つ
ま
り
実
利
的
思
惟
と
し
て
の
知
性
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の

立
場
の
否
定
の
至
る
処
、
遂
に
無
底
に
立
つ
。
こ
の
時
、
観
察
者
と
行
動
者
、
自
発
的
意
識
と
反
省
的
意
識
と
の
合
一
が
実
現
さ
れ
る
。

　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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哲
学
研
究
第
五
善
三
十
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

そ
れ
は
、
強
い
意
志
的
反
省
の
努
力
に
よ
る
の
で
あ
る
。
　
「
見
る
能
力
が
、
く
る
り
と
自
分
自
身
に
向
き
直
っ
て
、
意
識
す
る
行
為
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
や
一
つ
に
な
る
こ
と
し
（
国
O
・
b
。
。
。
。
。
）
で
あ
る
、
こ
の
見
る
能
力
の
向
き
直
り
は
、
捨
象
の
力
強
い
努
力
、
分
析
の
努
力
、
深
ま
っ
た

反
雀
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
（
U
〆
霧
”
罵
。
。
”
嵩
α
）
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
己
否
定
的
な
反
省
で
あ
る
。
こ
の
反
省
は
、
偏
見
の
一
つ

一
つ
の
排
除
、
無
批
判
に
受
け
入
れ
た
多
く
の
観
念
の
放
棄
で
も
あ
る
。
実
在
と
意
識
と
の
閥
に
介
在
す
る
静
穏
ヨ
Φ
ω
や
分
析
的
知
性
と

い
っ
た
ヴ
ェ
ー
ル
を
取
り
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
吾
々
は
薩
接
的
な
も
の
に
復
帰
し
、
又
、
絶
対
者
に
触
れ
る
。
」
（
聖
王
●
b
。
糾
）
と
、
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ル
ク
ソ
ソ
は
い
う
。
こ
の
否
定
が
、
第
一
の
反
省
で
あ
る
。
否
定
の
力
と
し
て
の
直
観
は
、
つ
ま
り
驚
き
の
決
定
的
経
験
は
、
分
析
的
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

性
を
禁
ず
る
。
私
は
こ
の
反
省
を
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
と
と
も
に
、
実
在
π
持
続
の
ρ
き
心
象
＄
彗
○
跳
を
捉
え
よ
う
と
す
る
努
力

だ
と
み
る
。
実
在
を
直
接
に
観
、
そ
れ
と
合
一
し
よ
う
と
す
る
精
神
的
意
志
的
な
努
力
で
あ
る
。
こ
の
自
己
否
定
的
努
力
に
よ
っ
て
精
神

は
持
続
の
現
存
を
経
験
す
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
反
省
の
動
き
を
　
慰
し
て
、
「
驚
き
偏
の
経
験
が
、
ダ
イ
モ
ー
ン
と
し
て
指
導
し
て
い
る
。

こ
の
「
再
発
見
し
た
と
信
じ
ら
れ
た
」
持
続
は
、
最
初
の
驚
き
の
純
化
で
あ
り
強
化
で
あ
る
。
こ
こ
で
精
神
は
、
自
己
の
実
在
を
、
そ
の

現
存
に
於
い
て
明
瞭
に
把
握
し
た
、
つ
ま
り
接
触
的
合
一
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
反
省
に
よ
っ
て
、
終
局
的
に
持
続
の
現
存
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

経
験
さ
れ
る
。
し
か
し
持
続
は
ま
だ
《
再
発
見
し
た
と
信
じ
ら
れ
た
》
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
現
存
の
経
験
の
本
質
的
意
味
を
顕

在
化
し
な
け
れ
ば
、
哲
学
と
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
持
続
の
ゆ
巳
鳥
＆
審
旨
ぞ
く
霧
を
明
ら
か
に
す
る
反
省
を
第
二
の
反
省
と
名
づ
け
よ
う
。
第

二
の
反
省
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
実
在
と
の
合
一
の
経
験
を
分
析
的
に
発
展
さ
せ
、
明
噺
判
明
な
観
念
へ
と
も
た
ら
す
。
こ
の
と

き
、
直
観
は
知
性
に
ま
た
が
り
、
概
念
化
作
用
と
し
て
働
く
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
い
う
、
「
従
っ
て
吾
々
は
、
吾
々
満
身
の
内
部
へ
降
り
て

い
こ
う
、
吾
々
が
触
れ
る
点
が
深
け
れ
ば
深
い
だ
け
、
吾
々
を
表
面
へ
押
し
も
ど
す
力
も
強
い
で
あ
ろ
う
。
哲
学
的
直
観
と
は
、
こ
の
接

触
で
あ
り
、
哲
学
と
は
こ
の
エ
ラ
ン
で
あ
る
。
奥
底
か
ら
の
衝
動
に
よ
っ
て
、
外
界
へ
押
し
も
ど
さ
れ
る
と
き
、
吾
々
の
患
想
が
分
散
し

つ
つ
拡
が
る
に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
科
学
と
　
つ
に
な
っ
て
い
く
は
ず
だ
Q
」
（
勺
竃
・
　
一
G
Q
¶
…
Q
Q
）
ま
た
同
様
に
、
別
の
蕨
で
（
円
ω
・
。
。
団
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

自
己
沈
潜
と
表
諏
へ
の
送
り
か
え
し
と
い
う
上
下
運
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
、
こ
こ
で
、
接
触
と
は
、
実
在
と
の
合
一
で
あ
り
、
「
私



　
　
の
内
部
へ
降
り
て
い
く
偏
と
い
う
の
は
、
籠
一
の
反
省
で
あ
る
。
「
私
を
押
し
戻
す
衝
動
」
と
は
、
合
～
の
経
験
が
「
動
的
図
式
」
ω
。
ま
ヨ
帥

　
　
音
事
象
5
償
Φ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
哲
学
と
は
、
こ
の
衝
動
に
よ
っ
て
再
び
闘
主
観
的
世
界
へ
と
お
し
も
ど
さ
れ
、
科
学
と
結

　
　
合
し
な
が
ら
概
念
化
さ
れ
る
こ
と
だ
。
こ
の
科
学
と
の
結
合
が
、
第
二
の
反
省
で
あ
る
。
第
二
の
反
省
に
お
い
て
、
哲
学
者
は
合
一
の
経

　
　
験
を
動
的
図
式
と
し
て
機
能
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
具
体
化
、
概
念
化
す
る
。
つ
ま
り
合
一
の
経
験
に
拘
束
さ
れ
た
意
味
の
顕
在
化

　
　
を
果
た
す
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
明
晰
判
明
な
観
念
は
、
空
虚
な
概
念
で
は
な
く
、
直
観
に
よ
る
意
味
充
実
の
与
え
ら
れ
た
具
体
的
な
概

　
　
念
で
あ
る
。
こ
の
直
観
は
、
メ
ル
ロ
…
劉
ポ
ン
テ
ィ
の
い
う
次
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
質
直
観
と
1
1
て
働
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
本
質
隠
亡
と
は
、
具
体
的
に
経
験
さ
れ
た
も
の
を
知
的
な
仕
方
で
採
り
上
げ
な
お
し
、
そ
れ
を
解
明
し
顕
在
化
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

　
　
（
5
）

　
　
な
い
。
」
メ
ル
ロ
ー
睡
ポ
ン
テ
ィ
は
さ
ら
に
加
え
て
、
本
質
直
観
は
ど
う
し
て
も
回
顧
的
に
な
る
の
だ
、
と
い
っ
て
い
た
。
私
は
、
前
の

　
　
章
で
、
一
応
そ
れ
を
否
定
し
た
が
、
あ
い
ま
い
な
態
度
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
知
性
化
さ
れ
た
直
観
は
、
現
在
に
お
い
て
動
的
図

　
　
式
と
し
て
働
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
と
G
直
観
の
顕
在
化
の
作
用
自
身
が
、
一
つ
の
発
展
で
あ
り
、
動
的
図
式
の
分
祈
的
魏
差
別
化
的
発

　
　
展
が
、
知
的
努
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
「
思
惟
は
そ
れ
だ
け
の
ま
ま
で
は
、
一
と
も
多
と
も
い
い
得
ぬ
、
要
素
の
桐
互
融
合
状
態
を
呈
す

　
　
る
。
思
惟
と
は
連
続
で
あ
り
、
お
よ
そ
連
続
な
る
も
の
に
は
渾
沌
が
あ
る
。
思
惟
が
判
明
に
な
る
た
め
に
は
、
霞
か
ら
を
幾
つ
か
の
言
葉

　
　
に
分
散
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
」
（
閃
ω
・
昏
。
ト
っ
）
こ
れ
が
、
本
質
直
観
の
膚
己
顕
在
化
に
伴
う
苦
し
い
努
力
な
の
で
あ
り
、
「
情
動
の
火
で
灼
か
れ

　
　
た
知
性
」
（
ζ
園
●
お
虞
）
が
、
物
質
の
抵
抗
に
逆
ら
い
な
が
ら
行
な
う
、
自
己
現
実
化
1
1
自
己
表
現
の
反
雀
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
概
念
化

　
　
に
よ
っ
て
、
本
質
の
再
構
成
を
狙
う
。
こ
の
時
「
努
力
は
惨
苦
に
満
ち
、
成
果
を
お
さ
め
る
に
は
賢
険
が
い
る
Q
こ
の
と
き
に
の
み
精
神

　
　
は
、
自
己
を
創
造
者
と
感
じ
、
又
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
ζ
即
お
本
）
い
た
る
所
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
哲
学
的
方
法
の
自
信
性
に

　
　
つ
い
て
、
需
及
し
て
い
る
。
本
質
の
再
講
成
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
で
は
、
質
的
微
分
積
分
法
、
あ
る
い
は
、
接
線
交
会
法
と
い
っ
た
一
種
の

　
　
　
　
（
7
）

　
　
弁
証
法
に
よ
る
。
問
題
の
提
出
の
仕
方
が
新
し
く
発
明
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
で
あ
る
Q
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
「
明
確
な
直
観
」
（
ζ
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
b
。
Q
。
込
。
）
の
つ
ま
り
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
の
本
質
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
に
含
ま
れ
た
意
味
を
理
解
し
、
私
の

83一　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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84エ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
も
の
と
す
る
こ
と
、
同
時
に
そ
れ
を
概
念
的
に
表
現
す
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
以
上
か
ら
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
け
る
二
段
構
え
の
反
省
と
い
っ
た
も
の
を
結
論
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
Q
意
志
的
努
力
に
よ
る
自
己
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
的
反
省
と
知
的
努
力
に
よ
る
（
意
志
に
支
え
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
や
は
り
努
力
で
あ
る
！
）
本
質
規
定
作
用
た
る
反
省
と
。
こ
れ
は
、

　
　
「
分
析
的
検
証
し
（
℃
蜜
．
亀
）
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
前
者
は
純
粋
に
精
神
の
行
為
で
あ
り
、
後
者
は
精
神
が
知
性
化
さ
れ
、
概
念
に
ま

　
　
た
が
る
時
の
行
為
で
あ
る
。
前
者
の
終
局
に
お
い
て
、
一
切
の
書
葉
を
消
し
去
る
持
続
が
経
験
さ
れ
、
後
者
に
お
い
て
、
経
験
の
意
味
を

　
　
読
み
取
る
努
力
、
経
験
の
明
晰
判
明
化
、
概
念
化
の
努
力
が
な
さ
れ
る
。
要
約
す
る
と
、
最
初
の
「
漠
然
と
し
て
い
る
が
決
楚
的
な
経
験
」

　
　
が
、
た
と
え
「
漢
然
た
る
示
唆
」
（
寓
目
・
b
っ
G
。
b
。
）
と
し
て
で
あ
れ
、
動
約
図
式
と
し
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
思
惟
を
一
貫
し
、
彼
の
哲
学
は
、

　
　
こ
れ
の
強
化
、
純
化
（
第
一
の
反
省
）
で
あ
り
、
そ
れ
の
具
体
化
、
概
念
化
（
第
二
の
反
省
）
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
動
的
図
式
は
、

　
　
理
解
す
る
作
用
と
し
て
も
、
袈
現
作
用
と
し
て
も
働
い
て
い
る
。
（
罵
竃
．
。
げ
．
閣
）
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
反
省
は
、
こ
の
両
義
性
を
も
つ
。
ヴ

　
　
ィ
ジ
オ
ン
の
経
験
は
、
魯
○
ω
⑦
ω
の
意
味
を
読
み
敵
る
際
に
動
的
図
式
と
し
て
働
い
て
い
る
。
そ
れ
は
再
認
し
、
意
味
を
発
見
し
、
解
釈

　
　
を
お
し
す
す
め
、
再
購
成
す
る
。
次
に
、
表
現
作
用
と
し
て
は
、
そ
れ
は
、
第
一
、
第
工
の
反
省
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
て
、
ベ
ル
ク
ソ

　
　
ン
の
哲
学
は
、
最
初
の
驚
き
の
経
験
の
具
体
的
表
現
と
い
い
得
る
程
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
陣
営
、
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
に
こ
う
い
つ
て
い
た

　
　
の
で
あ
る
。
　
「
直
観
の
受
動
性
に
つ
い
て
君
の
欝
っ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
門
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
な
に
も

　
　
の
か
が
密
我
に
啓
示
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
…
…
門
が
開
か
れ
る
に
は
努
力
が
必
要
だ
し
、
そ
の
後
も
、
見
き
わ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
に
も
、
ま
た
努
力
が
必
要
だ
。
そ
し
て
こ
の
な
に
も
の
か
が
わ
れ
わ
れ
に
啓
示
さ
れ
る
に
は
、
き
っ
と
予
感
が
あ
る
は
ず
だ
。
」

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

く
。
ぎ
ζ
ζ
●
o
劉
囲
◆

実
は
、
持
続
は
、
行
動
し
て
い
よ
う
が
、
観
察
し
て
い
よ
う
が
、
決
し
て
惇
止
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

冒
臨
盤
①
＜
登
ご
簿
慧
、
、
§
忘
鳶
誉
§
磁
・
笥
二
り
山
お
（
歪
¢
ご



（
5
）
　
メ
ル
ロ
…
1
ー
ポ
ソ
テ
ィ
「
人
問
の
科
学
と
現
象
学
」
（
滝
浦
、
木
田
共
訳
「
限
と
精
神
」
に
所
収
）
み
す
ず
書
募
◎
四
九
頁
。
但
し
、
傍
点
は

　
筆
者
に
よ
る
。

（
6
）
　
メ
ル
ロ
ー
1
ー
ポ
ン
テ
ィ
は
、
ペ
ル
ク
ソ
ソ
哲
学
に
蓑
現
の
哲
学
を
み
る
。
く
。
ぎ
肉
、
o
鵯
八
七
ミ
辱
、
～
領
9
6
㌧
、
～
、
3
（
∩
亀
の
。
藁
ぎ
融
雪
。
・
）
㍗
ω
¢

（
7
）
℃
鍵
b
。
翁
く
。
ぎ
U
Φ
す
一
港
”
簿
切
ミ
讐
§
ぎ
～
♪
。
｝
ピ
圏
．
（
望
¢
噸
哨
●
）

（
8
）
　
二
段
構
え
の
反
省
に
つ
い
て
は
、
「
暫
学
研
究
」
五
〇
一
号
研
収
の
池
辺
義
教
玩
の
論
文
「
パ
ト
ス
の
ロ
ゴ
ス
」
か
ら
、
反
省
を
二
つ
に
分
け

　
る
べ
き
だ
、
と
い
う
点
に
関
し
て
示
竣
を
受
け
た
。
感
謝
を
表
し
た
い
。
但
し
、
氏
と
私
と
で
は
、
反
省
に
与
え
る
葱
味
が
異
な
る
し
、
全
体
的
モ

　
チ
ー
フ
と
態
度
も
異
な
る
。
私
は
反
省
は
、
予
料
つ
ま
り
方
向
指
示
が
な
い
蒔
、
進
み
よ
う
が
あ
る
ま
い
と
考
え
た
。
反
省
の
動
機
付
け
が
必
要
で
、

　
そ
れ
を
箪
一
の
反
省
の
場
含
に
は
、
驚
き
と
考
え
、
第
二
の
反
省
の
場
含
に
は
、
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
H
禽
一
の
経
験
と
考
え
た
。
こ
れ
が
、
全
哲
学
を
貫

　
通
す
る
動
的
図
式
な
の
で
あ
る
。
付
け
加
う
る
に
、
「
二
段
構
え
」
の
反
省
は
、
デ
カ
ル
ト
の
思
惟
の
歩
み
と
似
て
く
る
。
第
一
の
反
省
は
、
8
σ
q
ぎ
冒

　
興
σ
Q
o
。
・
…
さ
と
い
う
密
己
存
在
と
の
接
触
に
至
る
懐
疑
の
歩
み
で
あ
り
、
こ
の
歩
み
に
お
い
て
、
デ
カ
ル
ト
ニ
十
三
才
の
時
の
ウ
ル
ム
に
お
け
る
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
験
が
、
動
的
図
式
と
な
っ
て
働
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
デ
カ
ル
ト
は
懐
疑
を
経
た
自
覚
の
後
、
更
に
反
省
を
重
ね
て
、
今
の
経
験
と
は
何
で
あ
る
か
、

　
　
　
　
へ

　
私
と
は
何
で
あ
る
か
を
問
う
。
換
言
す
る
と
、
私
の
現
存
の
把
握
の
後
、
私
の
本
質
規
定
へ
の
問
を
提
擬
す
る
。
た
だ
デ
カ
ル
ト
は
、
私
の
本
質
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
持
続
と
は
理
解
せ
ず
に
、
考
え
る
も
の
と
し
、
実
在
論
の
原
点
と
す
る
。
（
瓢
霧
。
。
鼠
”
ミ
ミ
ミ
凡
§
動
○
匙
、
暗
馨
ミ
～
舞
℃
』
O
山
）
だ
が
、
ベ
ル
ク
ソ

　
ン
は
、
い
わ
ば
蜜
蝋
が
溶
け
る
の
を
待
つ
私
の
持
続
を
問
題
と
し
、
溶
け
ゆ
く
蜜
蝋
の
質
的
変
化
を
本
質
的
な
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
他
方
、

　
デ
カ
ル
ト
は
、
質
的
変
化
を
偶
然
的
と
考
え
、
捨
象
し
た
の
で
あ
る
。

（
9
）
　
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
「
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
の
紺
話
」
（
仲
沢
訳
、
み
す
ぶ
ヲ
三
儀
揚
）
一
二
囲
頁
。

㈲
　
結
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
弁
証
法
（
質
的
微
分
積
分
法
）
に
つ
い
て
は
、
詳
述
を
避
け
、
こ
こ
で
は
、
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い
。
主
と
し

て
、
以
下
に
お
い
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
真
理
概
念
が
い
か
な
る
も
の
か
を
み
て
お
こ
う
。

　
以
前
に
本
質
直
観
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
は
、
実
を
云
え
ば
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
で
は
、
知
的
再
構
成
の
理
論
と
な
る
。
単
に
真
理
へ
の
方

185

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
と
そ
の
検
討

八
七



186

　
　
　
　
誓
学
研
究
第
五
菖
三
十
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

向
し
か
指
示
し
な
い
よ
う
な
個
々
の
確
か
な
事
実
の
線
を
辿
っ
て
、
爾
者
が
交
わ
る
点
ま
で
、
知
的
再
構
成
を
す
す
め
る
と
、
真
理
そ
の

も
の
を
推
測
で
き
る
、
と
べ
ル
ク
ソ
ン
は
考
え
た
。
真
理
は
、
蓋
然
的
な
も
の
で
、
只
修
正
に
よ
っ
て
の
み
、
ま
す
ま
す
確
実
性
に
接
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
直
観
に
よ
る
ヴ
ィ
ジ
オ
ソ
の
経
験
は
、
私
に
と
っ
て
絶
対
的
で
あ
る
が
、
私
が
与
え
る
本
質

規
定
は
、
い
く
ら
直
観
の
意
味
充
実
を
含
も
う
と
も
、
客
観
的
に
確
実
な
真
理
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
科
学
的
経
験
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
含
め
て
、
事
実
的
経
験
か
ら
再
構
成
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
Q
こ
れ
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
い
う
懐
疑
的
相
対
主
義
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
第
二
の
反
省
は
客
観
的
に
確
実
な
真
理
に
接
近
す
る
だ
ろ
う
と
い
い
得
る
だ
け
で
あ
る
。

　
第
一
部
の
所
論
を
ま
と
め
て
み
よ
う
、
意
志
的
共
感
に
よ
る
対
象
と
の
合
一
は
、
実
存
を
捉
え
た
決
定
的
経
験
と
し
て
、
こ
の
第
二
の

反
省
を
通
じ
て
、
動
的
図
式
（
「
知
性
を
前
へ
駆
る
力
扁
国
ω
●
b
。
さ
。
．
ζ
沁
’
濤
“
劇
。
。
●
）
の
働
き
を
し
て
い
る
。
こ
の
図
式
を
核
と
し
て
、
科

学
約
経
験
の
批
判
的
吟
味
が
一
そ
れ
は
科
学
的
経
験
と
い
う
抵
抗
に
逆
ら
い
つ
つ
、
動
的
図
式
が
否
定
的
に
遂
行
す
る
一
坂
道
を
登

る
努
力
に
も
似
た
仕
方
で
、
質
と
量
と
い
う
両
樋
的
微
分
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
極
限
は
、
一
つ
の
抽
象
で
さ
え
あ
る
が
、
こ
の

爾
極
限
に
よ
る
微
分
に
よ
っ
て
、
事
実
線
を
逆
に
た
ど
り
、
丁
度
三
角
灘
量
法
の
よ
う
に
根
源
的
経
験
の
本
質
を
狙
う
こ
と
が
で
き
る
。

哲
学
が
、
科
学
と
一
つ
に
な
る
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
お
い
て
、
哲
学
者
は
、
微
分
の
際
に
用
い
た
一
つ
の
極
限
の

意
味
を
理
解
す
る
。
つ
ま
り
、
事
実
の
線
全
体
が
、
根
源
的
経
験
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、
如
何
に
し
て
知
性
に
よ
っ
て
曲
げ
ら
れ
、
人

間
的
経
験
と
な
る
か
、
と
い
う
曲
線
全
体
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
だ
。
同
聴
に
、
知
性
の
働
き
の
意
味
も
、
持
続
が
、
直
観
に
よ
ら
ね
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

捉
え
ら
れ
ぬ
理
由
も
明
ら
か
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
何
故
第
一
の
反
省
が
必
要
で
あ
っ
た
か
も
明
ら
か
に
な
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
勧
め
る

方
法
は
、
「
群
発
点
だ
っ
た
一
・
漠
然
…
た
る
示
唆
で
あ
れ
、
（
こ
れ
は
、
第
一
の
反
省
の
始
ま
り
で
は
漂
然
と
し
て
い
た
が
、
第
二
の
反
省

の
始
ま
り
で
は
、
事
態
的
に
明
瞭
な
決
定
的
経
験
と
し
て
の
三
獣
。
講
で
あ
る
）
一
意
識
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
に
訴
え
、
こ
れ
を
深
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て
明
確
な
直
観
に
ま
で
推
し
進
め
る
ほ
う
が
ど
れ
ほ
ど
ま
さ
っ
て
い
る
か
し
れ
ま
い
。
こ
れ
こ
そ
、
私
の
勧
め
る
方
法
だ
。
」
く
り
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
て
お
く
と
、
①
艮
甜
瓜
涼
㏄
が
く
一
ω
ご
⇒
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
（
直
観
と
は
事
物
を
《
霧
雲
H
ヨ
霧
儀
①
O
⊆
答
Φ
》
思
惟
す
る
こ
と
だ
）
、



事
実
的
経
験
の
内
に
自
然
（
p
二
型
Φ
睡
性
質
）
の
差
異
（
象
窮
理
Φ
讐
Φ
）
が
顕
在
化
さ
れ
る
こ
と
が
微
分
（
無
識
曾
①
ロ
9
無
一
8
）
で
あ
り
、

そ
れ
を
掘
り
下
げ
て
根
源
的
経
験
の
本
質
規
定
を
狙
う
こ
と
が
、
積
分
（
ぢ
＄
σ
q
鑓
齢
ご
。
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
弁
証
法
で
あ

り
、
ひ
い
て
は
真
理
観
で
あ
る
。

　
前
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
直
観
が
、
意
志
的
合
一
と
観
含
。
貯
℃
o
賃
く
◎
マ
》
と
の
問
を
動
揺
し
て
い
る
と
の
べ
て
お
い
た
が
、
第
一
次
反

省
は
前
者
の
性
格
が
強
く
、
第
二
次
反
省
に
お
い
て
は
、
後
者
の
性
格
が
強
く
繊
て
い
る
の
は
否
め
な
い
、
だ
が
両
者
を
通
じ
て
、
最
初

の
「
驚
き
の
経
験
」
が
、
動
的
図
式
と
し
て
一
貫
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
た
い
。
こ
れ
こ
そ
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
独
創
で
あ
り
、
努
力
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
○
Φ
冴
猛
器
”
い
笥
b
Q
鰻
O
ミ
隔
ミ
魯
O
劉
『
（
雪
¢
’
弊
）
に
詳
し
い
。

　
（
2
）
　
頴
≦
．
卜
o
b
っ
膳
他
に
九
鬼
周
造
著
『
い
き
の
構
造
』
一
三
囚
、
　
＝
二
六
、
　
一
四
二
頁
を
参
震
。

　
（
3
）
　
＜
α
q
ピ
頃
鴬
器
O
臨
”
壽
』
逡
、
罷
S
篤
Q
、
，
簑
寒
ミ
一
匹
詳
臣
．
同
■
Q
り
■
嵩
O
。
弓
（
｝
亭
げ
窃
O
踏
像
霞
ω
ψ
一
ト
ひ
昏
っ
．
た
だ
し
、
フ
ッ
サ
ー
ル
霞
身
、
後
期
に
は
、
絶
対

　
　
的
明
証
性
を
放
棄
し
、
明
証
性
は
つ
ね
に
相
対
性
と
素
朴
性
と
を
ま
ぬ
が
れ
得
ぬ
、
た
だ
訂
正
に
よ
っ
て
真
理
に
接
近
し
得
る
の
み
、
と
考
え
る

　
　
　
（
鍍
蛋
曾
9
。
．
≦
。
。
。
●
G
。
鉾
Q
。
駆
▽
ω
Q
。
）
Q
ま
た
現
象
学
的
還
元
は
完
結
す
る
こ
と
が
な
い
と
考
え
る
。

　
（
4
）
　
こ
れ
は
論
点
先
取
り
の
誤
り
で
は
な
い
か
。

　
（
5
）
　
竃
勾
・
b
O
G
。
ト
⊃
．
た
だ
し
カ
ッ
コ
内
は
、
筆
者
の
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
6
）
　
O
色
2
N
o
”
○
℃
．
簿
‘
や
ト
。
ω
．

第
二
部
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
の
検
討

e
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
イ
ン
ガ
ル
デ
ソ
は
、
．
ヘ
ル
ク
ソ
ン
を
批
判
的
に
検
討
し
た
最
初
の
現
象
学
者
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
が
楼
観
的
所
与
性
を
重
視

　
　
す
る
の
に
は
、
ま
っ
た
く
同
感
し
、
賛
意
を
表
し
て
い
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
、
今
日
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
の
絶
紺
的
源
泉
と
み
な
さ

87一　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
第
五
百
三
十
二
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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鵬
　
　
（
2
）

　
　
れ
て
い
る
の
は
、
は
っ
き
り
と
理
由
の
あ
る
こ
と
だ
。
イ
ソ
ガ
ル
デ
ン
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
明
証
性
と
い
う
方
法
約
理
念
を
徹
底
的
に
貫

　
　
い
て
い
な
い
と
い
う
。
私
は
、
こ
れ
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
で
は
、
弁
証
法
に
退
行
し
た
め
だ
と
考
え
る
。
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は
又
、
、
、
ヘ
ル
ク
ソ
ユ

　
　
ス
ム
の
内
で
は
、
純
粋
持
続
に
構
造
や
形
式
が
拒
ま
れ
て
い
る
の
は
正
し
く
な
い
と
考
え
る
。
私
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
意
識
の
志
向
性

　
　
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
持
続
は
、
“
流
れ
”
と
い
わ
れ
る
だ
け
で
、
流
れ
の
内
の
事
物
（
内
在
的
紺
象
一
た
と
え
ぽ
メ
ロ
デ
ィ

　
　
一
）
と
流
れ
と
し
て
も
つ
べ
き
形
式
統
一
（
購
造
）
の
区
別
が
不
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
志
向
性
の
欠
如
は
、
「
合
一
と
し
て
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
観
」
と
い
、
う
方
法
な
き
主
張
に
根
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
『
イ
デ
！
ン
』
の
中
で
、
「
怒
り
」
に
つ
い
て
の
反
省
は
、
も
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
や
怒
り
そ
れ
自
身
の
反
省
で
は
な
く
、
輝
っ
て
消
失
し
つ
つ
あ
る
怒
り
の
反
省
な
の
だ
、
と
い
っ
て
い
た
が
、
ま
っ
た
く
逆
に
、
合
一
的

　
　
直
観
の
内
で
は
、
哲
学
的
反
省
は
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
怒
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
反
省
し
な
い

　
　
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
が
吟
味
す
べ
き
は
、
ま
ず
A
旦
と
し
て
の
直
観
で
あ
る
。

　
　
　
（
1
）
　
鳶
奪
、
寒
き
蔵
、
ミ
ミ
8
ミ
・
ミ
Q
黛
M
鼠
㌧
か
翫
ミ
ミ
§
ミ
誌
シ
ら
、
亮
、
ミ
，
逡
、
N
§
塾
じ
d
昏
く
．
（
δ
卜
。
b
。
）
こ
－
奪
鍵
ミ
§
軸
ミ
二
戸
ミ
N
㌃
ミ
守
町
窺
§
蔦
肉
馬
、
噂

　
　
　
　
零
誌
、
、
“
別
の
所
で
、
イ
ソ
ガ
ル
デ
ソ
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
フ
ッ
サ
ー
ル
へ
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。
く
σ
q
轡
図
臼
日
震
コ
α
霞
門
あ
。
ワ
Φ
ユ
”
切
詫
寒
心
嵩
肉
。
ミ
ミ
国

　
　
　
　
簿
鷺
、
、
職
§
一
§
．
等
寧
，
ミ
ミ
ミ
，
ミ
N
巽
、
N
ミ
ミ
偽
蔑
ミ
§
，
§
撃
発
§
電
凶
へ
鎗
ミ
凡
｝
ミ
，
§
弓
弩
曾
こ
§
嵩
肉
§
N
§
さ
～
鷺
、
，
叙
§
（
℃
ぎ
2
0
讐
2
0
ざ
σ
q
…
B
誤
鰯

　
　
　
　
譲
き
σ
q
”
お
①
c
。
●
）
N
層
じ
d
．
G
り
。
雛
①
”
O
Q
胴
お
一
ω
ρ
騨

　
　
　
（
2
）
　
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ロ
テ
ィ
ニ
ョ
ン
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
』
（
田
島
節
夫
訳
）
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
（
白
水
社
）
六
七
頁
。

　
　
　
（
3
）
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
で
は
、
合
一
に
よ
っ
て
、
統
一
と
多
様
性
以
前
の
直
接
的
な
純
粋
持
続
に
呑
み
こ
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
「
共
に
泳
ぐ
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
（
鵠
塁
菰
野
”
鎖
屋
・
・
①
急
野
記
2
じ
ご
α
．
繭
響
ω
◆
一
〇
ω
）
が
重
要
な
の
だ
。
　
一
方
、
現
象
学
は
、
共
に
泳
が
な
い
で
、
共
犯
関
係
を
断
ち
切
ら
ぬ
と
持
続
の

　
　
　
　
構
造
の
顕
在
化
は
で
き
ぬ
と
考
え
る
Q
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
「
吾
々
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
意
識
（
流
れ
）
、
現
象
（
内
在
的
対
象
）
、
超
越
的
客
観

　
　
　
　
を
区
胴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
い
う
。
（
餌
環
．
拶
　
】
W
〔
回
　
×
”
も
蔭
’
臼
①
）

　
　
　
（
4
）
　
瓢
鐸
⇔
辱
頸
．
最
ψ
。
。
．
一
2
◎



⇔
　
合
一
と
し
て
の
直
観

　
私
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
合
一
と
し
て
の
直
観
は
、
第
一
の
反
省
の
究
極
に
現
わ
れ
る
。
直
観
以
上
に
適
切
な
蓄
葉
と
し
て
、
ヴ
ィ
ジ

オ
ン
と
か
い
っ
た
雷
葉
が
、
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
。
直
観
を
、
「
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
の
区
別
の
な
い
乱
ω
ぴ
質
」
と
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
定
義
し
て
い
る
。
だ
が
問
題
な
の
は
、
こ
う
い
う
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
を
私
は
所
有
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
も
し
所
有
し
て
い
て
も
、

そ
れ
は
特
別
な
場
合
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
、
そ
の
特
別
な
場
合
と
は
、
哲
学
の
方
法
等
は
成
立
せ
ぬ
状
況
な
の
で
は
あ
る
ま
い

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
よ
く
引
証
さ
れ
る
が
、
岩
壁
を
必
死
で
よ
じ
の
ぼ
っ
て
い
る
登
田
家
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
オ

ン
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
自
分
の
一
歩
一
歩
に
没
入
し
て
い
て
、
彼
の
手
足
も
、
彼
の
意
識
も
、
絶
対
的
状
況
の
中
で
一
つ
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
働
い
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
が
哲
学
的
方
法
と
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
う
い
う
合
一
は
、
厳
密
に
い
っ
て
常
に
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
外
的
知
覚
の
場
合
は
、
明
白
に
不
可
能
で
あ
る
。
私
の
前
に
あ
る
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

イ
ブ
を
ど
の
よ
う
に
み
て
も
、
私
が
こ
の
パ
イ
プ
と
一
つ
に
な
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
よ
う
に
、
知
覚
を
表
象
に
変
換
す
る

こ
と
は
説
明
不
可
能
で
あ
る
し
、
か
つ
馬
鹿
げ
て
い
る
と
考
え
て
も
、
そ
し
て
知
覚
を
そ
れ
が
現
わ
れ
る
場
所
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
て

も
、
合
一
的
薩
観
の
主
張
は
、
自
分
を
物
質
的
対
象
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
ひ
き
下
げ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
（
白
鍵
●
ぶ
。
。
）
だ
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の

真
意
を
汲
み
取
る
よ
う
に
し
よ
う
Q
合
一
す
る
と
い
う
の
は
、
外
的
対
象
の
内
に
、
そ
れ
に
内
在
す
る
精
神
性
、
少
く
と
も
精
神
と
の

℃
。
。
益
。
管
無
δ
謬
（
勺
竃
曾
鱒
⑩
）
を
捉
え
る
た
め
で
は
な
い
の
か
。
合
一
は
つ
ね
に
想
像
力
の
助
け
を
か
り
る
と
べ
ル
ク
ソ
ン
は
言
っ
て
い
た
。

想
像
力
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
合
一
は
、
少
く
と
も
、
可
能
な
の
か
も
し
れ
ぬ
。
た
と
え
ば
、
デ
ュ
パ
ン
は
、
盗
ま
れ
た
手
紙
を
取
り
返
す

た
め
に
、
ま
ず
犯
人
籍
大
阪
の
知
的
レ
ヴ
ェ
ル
と
二
分
と
を
、
想
像
力
に
よ
っ
て
合
一
さ
せ
た
（
勺
。
①
「
盗
ま
れ
た
手
紙
」
）
。
少
く
と
も

こ
の
と
ぎ
、
推
理
の
源
に
は
「
共
感
的
合
一
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
以
下
の
正
し
い
推
理
を
導
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
意

図
で
は
、
事
物
と
の
合
一
が
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
事
物
の
も
つ
精
神
性
と
の
関
与
を
、
共
感
夢
合
　
に
よ
り
捉
え
る
こ
と
、
そ
し
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検
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九
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901
　
　
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
、
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
合
～
と
は
、
ま
た
接
触
で
あ
る
、
と
べ
ル
ク
ソ
ン
は
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
接
触
は

　
　
自
足
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
事
物
の
意
味
心
癖
神
性
と
の
関
与
を
そ
こ
か
ら
拾
い
上
げ
て
《
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
こ

　
　
の
作
業
を
「
精
神
的
聴
診
」
と
か
、
「
ゾ
ン
デ
に
よ
る
測
深
」
と
名
づ
け
た
。
こ
う
み
る
と
、
私
が
、
「
二
段
構
え
の
反
省
し
と
名
づ
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
も
の
は
、
共
感
に
よ
る
理
解
の
努
力
と
み
え
て
く
る
。
実
際
に
は
、
合
一
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
「
想
像
力
に
よ
っ
て
A
丑

　
　
・
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
し
た
か
の
如
き
共
感
」
が
あ
る
だ
け
だ
、
と
思
え
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
な
ら
、
こ
れ
を
「
擬
似
信
葱
」
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
第
一
次

　
　
反
省
と
は
、
肖
己
否
定
的
分
析
、
既
成
概
念
の
棄
却
、
常
識
と
知
性
と
の
破
壊
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
私
の
持
続
と
の
接
触
、
私
の

　
　
直
接
所
与
に
帰
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
想
像
力
に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
反
省
の
努
力
“
自
己
否
定
的
意
志
に
よ
る

　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
、
、

　
　
の
か
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
直
接
所
与
を
ま
ず
純
粋
持
続
と
自
己
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
「
反
省
の
努
力
扁
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

　
　
れ
は
、
自
己
自
身
と
の
合
一
態
と
い
う
意
味
で
の
直
接
所
与
に
立
ち
返
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
想
像
力
的
共
感
に
よ
る
合
一
を
ベ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
ソ
ン
が
主
張
す
る
の
は
、
物
質
及
び
他
者
と
の
共
感
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
哲
学
の
方
法
と
し
て
さ
え
も
、
こ
の

　
　
よ
う
な
「
合
一
」
が
認
め
ら
れ
よ
う
か
。
　
メ
ル
ロ
ー
U
ポ
ン
テ
ィ
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
o
o
冒
。
達
①
口
。
㊦
と
い
う
の
は
、
実
は
、
o
O
6
×
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
審
琴
①
の
こ
と
だ
、
と
理
解
し
直
そ
う
と
し
て
い
る
。
子
緬
に
み
る
と
、
先
に
あ
げ
た
絶
対
的
状
況
以
外
で
は
、
私
が
私
自
身
と
合
一
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
る
こ
と
は
、
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
層
の
こ
と
、
他
者
と
の
合
一
も
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
者
と
の
合
一
を
ベ
ル
ク

　
　
ソ
ン
が
考
え
得
る
の
は
、
私
と
他
者
と
が
、
始
源
に
お
い
て
同
じ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
証
明
は
、
『
創
造
的
進
化
』

　
　
に
お
け
る
生
成
的
な
存
在
論
に
お
い
て
始
め
て
な
し
と
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
生
成
の
流
れ
の
形
而
上
学
を
支
え
て
い
る
の
は
、
「
持

　
続
で
あ
る
私
は
、
私
以
外
の
も
の
も
、
私
の
持
続
と
の
共
感
に
お
い
て
の
み
認
識
し
得
る
」
と
い
う
認
識
態
度
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
一
杯

　
　
の
砂
糖
水
が
溶
げ
る
の
を
待
っ
て
い
る
ベ
ル
ク
ソ
ソ
が
い
る
。
宇
宙
の
持
続
が
提
唱
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
に

　
論
点
先
取
り
の
誤
り
が
あ
る
。

　
　
私
が
反
省
の
眼
差
し
の
下
に
、
私
の
体
験
領
域
を
か
え
り
み
る
と
き
、
そ
こ
に
現
れ
る
の
は
、
門
明
暗
の
変
遷
し
と
い
っ
た
も
の
で
、
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（
9
）

決
し
て
「
見
る
自
我
」
と
「
見
ら
れ
る
自
我
」
と
の
合
一
は
生
じ
な
い
。
こ
の
と
き
私
は
反
省
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ベ
ル
ク

ソ
ソ
的
反
省
と
は
違
っ
た
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
い
う
合
一
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
絶
対
的
状

況
下
の
霞
我
の
様
態
で
は
な
い
の
か
。
　
（
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
哲
学
の
方
法
と
い
い
う
る
だ
ろ
う
か
。
）
し
か
し
、
「
見
る
自

我
」
と
「
見
ら
れ
る
自
我
」
と
い
う
遍
い
方
を
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
許
し
て
い
る
叢
り
、
そ
れ
は
志
向
約
な
態
度
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ベ
ル

ク
ソ
ン
の
反
省
は
、
空
間
に
ま
と
わ
り
つ
か
れ
て
い
る
自
我
を
純
化
す
る
の
に
努
め
る
の
で
あ
っ
て
、
根
底
の
自
我
と
持
続
と
を
さ
ら
に

分
析
す
る
よ
う
な
反
省
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
や
は
り
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
態
度
の
あ
い
ま
い
さ
を
指
摘
す
る
で
あ
ろ
う
。
合
一
と
反
省
と
の

間
の
動
揺
の
内
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
い
る
。
後
に
の
べ
る
が
、
「
見
る
良
我
」
と
「
見
ら
れ
る
霞
我
」
と
の
合
一
と
距
離
と
は
、
結
局
、
持

続
の
性
格
、
現
在
の
両
義
性
に
み
い
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
「
合
一
と
し
て
の
薩
観
」
と
い
う
べ
ル
ク
ソ
ン
の
主
張
か
ら
、
概
念
の
馬
屋
性
（
目
持
続
の
構
造
化
の
拒
否
）
、
意
識
の
志
向
性
．
の
擢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

否
（
聾
反
省
作
用
が
意
識
の
内
部
に
ま
で
及
ば
ぬ
こ
と
）
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
自
我
が
持
続
の
内
に
自
失
し
、
共
に
泳
ぐ
こ
と
を
出
定

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
反
現
象
学
的
一
反
反
省
的
態
度
で
あ
る
。
だ
が
、
反
省
作
用
が
、
持
続
の
構
造
化
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

し
う
る
た
め
に
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
場
合
の
よ
う
に
、
持
続
の
内
に
、
志
向
性
の
糸
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
（
1
）
　
哲
学
の
方
法
と
し
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
掲
げ
る
直
観
が
《
く
。
マ
℃
o
霞
く
。
畔
》
と
い
う
諦
視
で
あ
る
こ
と
と
、
他
方
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
が
帰
結

　
　
と
し
て
持
つ
行
動
へ
の
参
与
、
た
と
え
ぽ
、
神
秘
家
に
能
産
的
自
然
へ
の
回
帰
を
み
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
厳
密
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
行
動
に

　
　
つ
い
て
語
る
こ
と
と
行
動
す
る
こ
と
と
は
、
断
じ
て
異
る
。
岡
じ
こ
と
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
つ
い
て
も
い
え
る
○
フ
ッ
サ
ー
ル
の
方
法
（
現
象
学
的

　
　
反
省
）
と
フ
ッ
サ
…
ル
の
い
う
志
向
性
の
作
絹
性
格
と
は
、
ま
っ
た
く
異
る
事
態
で
あ
る
。
前
者
が
後
巻
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
G
こ
の

　
　
点
を
あ
い
ま
い
に
す
る
と
す
べ
て
の
議
論
は
虚
し
い
。

　
（
2
）
　
空
間
的
知
覚
の
不
完
全
性
、
つ
ま
り
物
は
射
映
的
に
与
え
ら
れ
る
他
は
な
い
こ
と
を
フ
ッ
サ
ー
ル
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
言
っ
て
い
る
。

　
（
3
）
く
。
F
竃
巴
①
⇔
写
ぎ
暮
質
卜
．
§
㌧
§
叙
こ
．
§
罵
ミ
§
8
・
》
（
＜
島
ρ
）
勺
「
に
魁
■

　
（
4
）
　
頃
¢
・
鍛
■
匿
・
零
ω
●
8
ω
●

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
と
そ
の
検
討

九
三
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（
5
）
　
実
は
、
「
意
志
に
よ
る
自
己
否
定
』
と
は
、
「
想
像
力
に
よ
る
合
一
」
と
考
え
て
よ
い
。
デ
カ
ル
ト
は
、
「
窮
六
省
察
」
で
、
「
想
像
作
用
に
お
い

　
て
は
、
軍
神
は
、
自
己
を
物
体
に
向
か
わ
せ
、
そ
し
て
、
そ
の
内
に
、
自
己
に
よ
っ
て
思
惟
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
感
覚
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
た
観
念

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
に
一
致
す
る
あ
る
も
の
を
藏
観
す
る
」
と
い
う
Q
（
○
曾
く
器
ω
℃
賦
び
。
。
○
覧
臨
ρ
戸
奮
（
固
o
O
霧
。
髪
8
。
。
讐
の
欝
難
回
冨
ン
。
ヨ
①
劉
℃
■
藤
G
。
卜
⊃
．
）
デ
カ
ル
ト
で
は
、
想

　
像
力
に
は
心
の
緊
張
が
必
要
だ
が
、
同
論
に
、
意
志
の
自
己
否
定
に
お
い
て
、
想
像
力
と
は
区
別
さ
れ
た
悟
性
の
働
き
が
可
能
と
な
る
。
一
方
、
ベ

　
ル
ク
ソ
ソ
は
、
想
像
力
に
は
意
志
の
自
己
否
定
が
必
要
だ
、
と
考
え
て
い
る
◎
想
像
力
は
塞
想
力
と
は
異
な
る
。
実
際
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
自
己
の
鷹
観

　
と
い
う
と
き
に
は
、
デ
カ
ル
ト
的
悟
性
の
働
き
と
似
て
い
る
◎
た
だ
し
麹
我
の
｝
切
が
、
鷹
観
に
よ
っ
て
、
｝
度
に
且
完
全
に
与
え
ら
れ
る
と
は
、

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
考
え
ぬ
。
（
＜
o
陣
ジ
　
朔
○
．
卜
Q
O
一
）
そ
れ
故
、
点
的
コ
ギ
ト
は
、
自
か
ら
の
空
虚
と
断
絶
と
を
埋
め
、
自
己
を
保
証
す
る
神
の
連
続
劇
造

　
を
必
要
と
す
る
。

（
6
）
　
他
者
の
問
題
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
で
は
溝
失
し
て
い
る
。
（
＜
○
ぎ
竃
ζ
．
卜
a
b
診
マ
ト
∂
”
ご
m
諺
磐
一
〇
σ
q
δ
欝
く
①
o
影
。
篇
讐
。
鷲
Φ
o
o
弓
ω
、
、
）
共
感
、
反
感
は
、

　
識
間
の
合
一
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
（
℃
ζ
’
b
。
下
G
。
）

（
7
）
　
竃
の
濠
髭
も
。
冨
蔓
“
肉
へ
§
§
貯
、
ミ
～
象
§
ミ
魯
℃
◎
卜
⊃
マ
ト
Q
．

（
8
）
　
フ
ッ
サ
ー
ル
の
反
省
の
意
味
を
想
起
せ
よ
。
ラ
ソ
ボ
ウ
に
は
、
周
知
の
有
名
な
雷
葉
が
あ
る
。
（
○
窪
く
蒜
。
。
》
○
震
ゑ
。
び
や
G
。
A
9
）
。
”
し
麟
霧
〔
§

　
鋤
9
お
・
．
．

（
9
）
＜
σ
q
憎
に
ρ
自
・
・
臣
．
堅
。
。
』
ω
ρ

（
1
0
）
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
自
身
、
自
然
の
分
節
（
一
、
鋤
三
。
熱
望
す
ロ
塗
下
器
一
戸
と
い
う
と
き
、
事
物
や
実
在
に
内
策
す
る
分
節
構
造
に
気
づ
い
て
い
る
。
ア
キ

　
レ
ス
の
　
歩
｝
歩
は
、
自
然
の
分
節
で
あ
る
○
こ
れ
を
無
視
し
て
、
ア
キ
レ
ス
の
疾
楚
を
、
等
質
な
空
間
に
投
影
し
て
分
割
す
れ
ば
、
ゼ
ノ
ン
の
パ

　
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
お
ち
て
い
る
。
吾
々
は
む
し
ろ
、
ア
キ
レ
ス
の
一
歩
一
歩
に
、
立
ち
止
り
つ
つ
流
れ
る
と
い
う
現
在
の
薦
義
性
を
み
出
す
。

㊨
　
反
省
と
し
て
の
直
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
メ
ル
ロ
蜷
ポ
ン
テ
ィ
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
直
観
の
う
ち
に
、
現
象
学
的
観
の
習
練
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
還
元
を
読
み
と
ろ
う
と
し
た
。
彼

は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
合
一
と
し
て
の
直
観
を
捨
て
、
そ
れ
を
自
分
の
い
う
意
味
で
の
現
象
学
的
本
質
薩
観
へ
と
解
釈
し
直
そ
う
と
す
る
。



　
　
だ
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
私
の
な
し
た
如
く
、
二
段
構
え
の
反
省
と
い
う
解
釈
を

　
　
取
る
べ
き
だ
ろ
う
Q
た
だ
し
、
私
は
、
こ
こ
で
も
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
反
省
（
「
直
観
は
反
省
で
あ
る
」
、
「
反
省
の
強
い
努
力
」
）
の
意
志
的
決

　
　
意
性
を
認
め
る
が
、
他
方
で
暫
学
の
方
法
と
し
て
は
、
不
徹
底
に
終
っ
た
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
反
省
は
、
第
一
義
的

　
　
に
、
自
己
を
直
接
に
見
る
と
い
う
意
味
で
の
反
省
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
純
粋
持
続
と
い
う
直
接
所
与
へ
の
還
帰
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
ク
ソ
ン
的
反
省
は
、
持
続
の
内
的
構
造
の
解
明
を
遂
行
す
る
反
省
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
Q
そ
れ
は
、
空
問
の
汚
染
を
浄
化
し
、
自

　
　
己
を
直
接
に
見
る
反
省
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
明
証
性
の
原
理
を
見
出
す
こ
と
は
、
困
難
で
は
な
い
が
、
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
が
い
っ
て

　
　
い
た
よ
う
に
、
反
省
の
徹
底
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
反
省
の
特
徴
を
更
に
一
つ
記
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
第
一
義
的
に
は
、
「
精
神
が
精
神
を
直
接
に
見
る
扁
こ
と
だ
が
、

　
　
他
方
、
表
面
的
自
我
か
ら
根
底
的
自
我
へ
と
反
省
的
に
自
己
還
帰
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
直
観
は
反
省
だ
、
と
い
う
意
味
も
、
自
己
反
省

　
　
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
方
法
的
と
い
う
よ
り
、
精
神
の
自
知
、
慮
覚
と
い
う
こ
と
に
近
い
の
で
あ
る
Q
つ
ま
り
、

　
　
持
続
と
し
て
霞
己
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
直
観
、
即
ち
反
省
は
、
こ
の
持
続
を
更
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
で
は
な
い
。
前
に
い
っ
た
よ
う
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
持
続
と
共
に
泳
ぐ
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
で
は
、
反
省
と
考
え
ら

　
　
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ソ
的
反
省
は
、
純
粋
持
続
に
向
か
う
垂
薩
的
反
省
で
あ
り
、
現
象
学
的
反
省
は
、
持
続
の
内
に
つ
か
り
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
反
省
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
者
と
は
対
立
す
る
意
味
で
、
水
平
的
反
省
と
名
づ
け
ら
れ
て
よ
い
。

　
　
　
し
か
し
他
方
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
直
観
や
反
省
に
意
味
の
顕
在
化
と
い
う
機
能
を
帰
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
（
前
章
参
照
）
。
哲

　
　
学
の
作
業
の
内
に
、
測
深
と
か
、
。
げ
。
。
・
＄
と
い
う
海
の
底
か
ら
概
念
的
構
成
を
汲
み
あ
げ
て
く
る
作
業
と
か
を
認
め
る
と
き
、
直
観
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
内
に
、
意
味
を
顕
在
化
し
、
理
解
す
る
と
い
う
作
用
を
帰
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
こ
う
い
う
反
省
を
、
持
続
の
購
造
化
に

　
　
ま
で
、
立
ち
入
ら
せ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
実
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
一
つ
に
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
お
ち

　
　
い
っ
た
よ
う
な
隠
間
の
ア
ポ
リ
ア
を
免
れ
得
た
が
、
他
方
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
方
法
は
、
素
朴
な
意
志
的
決
意
に
よ
る
精
神
の
窃
知
に

93一　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
の
強
調
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
実
存
主
義
や
神
秘
主
義
を
認
め
る
解
釈
が
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
藻
岩
は
、
根
底
的
自
我
に
本
来
的
実
存
を
、
表
面
的
自
我
に
非
本
来
的
実
存
を
み
る
。
後
者
は
、
純
粋
持
続
が
生
け
る
永
遠
と
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
る
こ
と
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
薩
観
は
、
決
し
て
イ
デ
ア
を
み
る
直
観
、
本
質
直
観
で
は
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
本
質
を
み
る
の
で
は
な
く
、

事
実
の
線
か
ら
推
測
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
イ
デ
ア
へ
と
無
限
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
努
力
は
、
一
方
で
は
、
質

的
微
分
積
分
法
と
い
う
一
種
の
弁
証
法
に
結
び
つ
く
が
、
他
方
で
は
、
科
学
が
教
え
る
事
実
と
吾
々
が
経
験
す
る
事
実
と
が
、
直
観
の
動

的
図
式
的
働
き
に
よ
っ
て
綜
合
さ
れ
る
。
（
ノ
N
O
一
目
6
　
℃
ζ
●
　
b
σ
陣
①
）
こ
れ
を
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
特
に
哲
学
と
名
づ
け
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

と
き
、
哲
学
奢
は
、
彼
の
世
界
経
験
を
全
体
と
し
て
顕
在
化
し
よ
う
と
し
、
そ
の
意
味
を
、
少
く
と
も
彼
に
と
っ
て
絶
対
的
な
も
の
と
し

て
所
有
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
＝
刀
で
は
、
「
回
顧
的
錯
覚
」
を
犯
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
可
能
と
な
る
が
、
他
方
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
、
そ
れ
は
、
現
在
に
お
け
る
私
の
顕
在
化
の
働
き
な
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
竃
豊
。
≧
も
。
コ
蔓
”
ω
蒔
器
（
○
£
。
凱
ぎ
p
己
）
濁
昏
。
ω
サ
b
。
■

（
2
）
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
分
析
は
、
元
来
、
純
粋
持
続
を
空
間
の
汚
染
か
ら
分
け
、
純
化
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
持
続
の
内
的
構
造
の
分

　
析
で
は
な
い
。
（
～
M
o
…
び
　
一
）
回
・
　
〕
℃
●
　
Φ
①
）

（
3
）
　
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
「
晴
問
的
ペ
ル
ス
ペ
ク
テ
ィ
…
ヴ
ェ
」
（
麟
環
．
二
叉
●
卜
○
露
）
と
い
う
。
こ
れ
は
、
例
の
暗
闘
の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
が
示
す
よ
う

　
に
、
水
平
的
且
垂
直
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
で
は
、
無
記
の
深
浅
と
い
う
垂
薩
的
ペ
ル
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
で
あ
る
。
（
＜
o
搾
鎧
鼠
■

　
ご
？
①
）

（
4
）
　
く
σ
q
門
田
彊
霧
Φ
ユ
”
h
も
堕
禁
書
q
ミ
ミ
、
吻
§
、
§
㌔
崎
鷺
詳
論
・
デ
6
Φ
一
回
圖
い
ω
・
二
曲
脇
門
ゆ
コ
2
①
■
「
理
解
と
は
、
顕
在
的
意
味
作
用
で
あ
る
。
」

（
5
）
　
＜
o
ぎ
誕
《
℃
琶
憂
Φ
”
勤
嘱
ミ
、
恥
譜
貯
㌧
§
総
笥
黛
～
靴
9
愚
、
～
貯
吋
へ
♪
δ
影
①
冒
こ
の
書
物
に
所
収
の
　
ご
b
繊
切
鴨
蔭
§
奪
ミ
昏
N
．
§
㌦
駄
§
識
ミ
奪
謹
博
、
”

　
二
～
醇
無
偽
熱
無
§
聴
叙
、
亀
㌧
、
嵩
じ
d
箋
註
§
”
”
と
い
う
二
つ
の
論
文
を
参
着
。
た
と
え
ぽ
、
同
書
四
四
五
頁
以
下
。
な
お
、
フ
ッ
サ
ー
ル
富
身
、
現
象

　
学
的
還
元
の
現
象
学
に
つ
い
て
講
義
し
た
階
、
哲
学
者
の
意
志
的
決
意
を
、
還
元
の
動
機
の
内
に
く
み
い
れ
て
い
る
。
　
（
＜
σ
q
一
．
鎖
午
欝
函
。
ψ
一
9



一
ピ
ミ
）

鱒
　
知
　
性

　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
い
う
知
性
に
つ
い
て
は
、
一
種
の
あ
い
ま
い
さ
が
見
出
さ
れ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
持
続
の
内
に
、
統
一
性
つ
ま
り
形

　
　
相
が
内
在
し
て
い
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
、
第
一
の
主
著
に
お
い
て
、
数
学
的
知
性
が
数
を
構
成
す
る
作
用
を
吟
昧
し

　
　
た
と
き
、
「
精
神
の
単
～
な
る
作
用
（
一
、
8
富
）
の
統
一
性
」
（
U
H
．
①
O
）
を
考
え
、
「
こ
の
作
用
は
統
一
す
る
こ
と
に
存
す
る
の
だ
か
ら
、

　
　
何
ら
か
の
多
様
性
が
質
料
の
役
を
な
す
に
ち
が
い
な
い
」
（
O
H
●
8
）
と
し
、
結
局
の
所
、
数
学
的
藩
閥
を
構
成
す
る
「
精
神
の
綜
合
作

　
　
用
」
（
H
）
H
●
　
刈
O
u
　
Q
Q
Q
Q
）
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
精
神
の
作
用
を
、
握
握
作
用
（
｝
β
鎗
器
ω
o
謎
σ
q
。
・
⇔
簿
）
と
考
え
て
も
さ
し
っ
か
え
あ
る
ま
い
。

　
　
な
ぜ
な
ら
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
数
の
単
一
性
は
、
「
精
神
作
用
の
統
汗
性
」
に
由
来
す
る
の
で
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
閾
だ
け
、
そ
れ

　
　
は
単
一
な
の
だ
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
（
O
H
．
①
b
。
）
そ
し
て
、
「
す
べ
て
の
作
用
は
一
般
に
、
1
感
情
や
意
志
の
作
用
も
含
め
て
、

　
　
客
観
化
的
作
用
で
あ
り
、
諸
対
象
を
根
源
的
に
《
構
成
す
る
》
の
で
あ
る
8
（
｝
幽
甦
曹
　
⇔
・
　
島
”
　
b
◎
ゆ
O
）

　
　
　
こ
の
精
神
の
統
一
作
用
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
「
意
識
の
様
々
な
平
面
」
と
い
う
観
念
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
こ
の
問
題
を
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解
こ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
数
学
的
知
性
は
、
純
粋
持
続
に
足
を
下
ろ
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
純
粋
持
続

　
　
を
取
り
だ
し
た
、
第
一
の
主
著
で
は
、
彼
は
、
空
間
の
量
的
多
様
性
と
意
識
事
実
の
質
的
多
様
性
と
の
区
別
に
気
を
と
ら
れ
て
い
て
、
こ

　
　
こ
に
存
す
る
矛
盾
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
問
だ
け
」
…
数
の
単
一
性
が
現
わ
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
構
成

　
　
し
て
い
る
意
識
の
作
用
を
、
志
向
的
分
析
に
よ
り
確
か
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
上
の
表
現
は
ど
う
い
い
逃
れ
よ
う
と
も
、
吾
々
の
意
識
の

　
　
統
一
性
、
統
一
作
用
と
同
時
に
、
ノ
エ
マ
た
る
数
的
単
一
性
と
い
う
考
え
を
含
意
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
対
象
性
は
、
統
一
意
識
、
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同
一
性
意
識
を
前
提
し
て
い
る
。
」
（
鵠
償
．
　
鋤
・
　
×
”
Φ
Q
Q
）
そ
し
て
、
こ
の
統
一
作
用
自
身
は
、
持
続
に
属
す
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、
一
体
他
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の
ど
こ
に
、
で
あ
ろ
う
か
。
に
も
拘
ら
ず
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
意
識
の
根
本
的
軸
を
持
続
に
お
き
、
意
識
は
、
統
一
性
で
も
多
様
性
で
も

鵬　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
と
そ
の
検
討
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な
い
、
そ
れ
以
前
に
あ
る
、
そ
れ
以
上
の
も
の
だ
と
考
え
た
。
（
℃
鍵
・
　
圃
Q
◎
ゆ
一
遍
①
O
）
こ
う
い
う
考
え
に
お
い
て
は
、
知
性
は
常
に
低
い
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

置
し
か
与
え
ら
れ
ぬ
こ
と
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
注
意
作
用
を
と
ろ
う
。
心
的
生
命
が
不
連
続
に
み
え
る
の
は
、
吾
々
の
注
意
作
用
が
、
「
不
連
詩
な
一
違
の
働
き
」
（
図
ρ
。
。
）

に
よ
っ
て
、
心
的
生
命
に
目
を
止
め
て
い
く
か
ら
だ
、
と
べ
ル
ク
ソ
ン
は
い
う
。
こ
の
注
意
作
用
は
、
意
識
の
統
一
性
を
含
意
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
は
誤
謬
前
提
の
誤
り
が
あ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
注
意
作
用
を
、
「
精
神
の
眼
差
し
」
、
又
は
、
「
自
我
光
線
」
と
呼

ぶ
。
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
限
り
、
注
意
作
用
は
、
「
純
粋
我
か
ら
放
射
し
て
、
対
象
異
な
る
も
の
に
終
極
し
、
対
象
に
向
け
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

り
、
或
い
は
そ
れ
か
ら
転
ぜ
ら
れ
る
。
光
線
は
、
自
我
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
却
っ
て
そ
れ
自
身
つ
ね
に
自
我
光
線
で
あ
る
。
」
し
か

し
結
局
の
と
こ
ろ
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
注
意
の
努
力
を
強
調
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
注
意
作
用
の
本
質
構
造
に
は
立
ち
向
わ
ず
に
、

努
力
感
の
由
来
（
意
識
の
多
平
闘
の
横
断
）
に
眼
を
満
け
る
。
私
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
心
理
学
約
な
努
力
感
の
由
来
へ
の
問
と
注
意
作

用
自
身
へ
の
反
省
と
は
ま
っ
た
く
異
る
事
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
す
れ
違
い
を
確
認
す
る
こ
と
が
、
私
の

目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
の
不
徹
底
性
と
他
の
事
柄
へ
の
回
避
を
見
と
ど
け
る
こ
と
に
私
の
目
的
が
あ
る
。
こ
の

た
め
に
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
考
え
る
知
性
の
性
格
i
つ
ま
り
行
動
へ
の
注
意
を
か
え
り
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
私

は
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
に
根
底
的
に
横
た
わ
る
『
o
ヨ
。
鐡
ぴ
雪
と
い
う
人
間
観
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
逆
行
す
る
と
こ

ろ
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
痩
観
と
反
省
と
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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．
、
ヘ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
知
性
を
行
動
に
梢
豊
凶
と
考
え
る
Q
彼
に
よ
れ
ぽ
、
知
性
が
そ
の
綜
合
作
用
に
よ
っ
て
、
生
き
ら
れ
て
い
る
ひ
ろ
が

へり
を
空
間
に
変
換
し
、
定
立
す
る
の
も
、
知
性
の
も
つ
行
勤
へ
の
相
関
性
に
よ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
知
性
が
行
動
に
際
し
て
、
手
掛

り
を
得
る
た
め
に
、
直
接
に
体
験
さ
れ
た
ひ
ろ
が
り
を
、
空
闘
化
す
る
の
で
あ
る
（
切
○
嵩
。
。
）
こ
れ
は
知
性
が
物
質
を
好
き
な
よ
う
に

解
体
し
、
再
構
成
で
き
る
た
め
で
あ
っ
て
、
と
り
も
な
お
さ
ず
知
性
の
工
作
性
“
実
践
性
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
の
知
性
の
否
定
に
、

哲
学
の
方
法
、
つ
ま
り
自
我
を
自
我
と
し
て
、
物
を
物
と
し
て
観
る
こ
と
が
存
す
る
。
（
寓
鍵
・
b
。
添
”
ミ
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
ヘ
　
へ
　
し

　
　
　
た
と
え
ば
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
知
盤
の
か
ら
く
り
を
総
括
的
に
述
べ
た
特
に
（
図
ρ
嶺
b
。
6
）
、
「
行
動
の
シ
ェ
ー
マ
」
《
♂
ω
。
ま
ヨ
飴
儒
⑦

　
　
昌
。
窪
Φ
霧
鉱
。
鋤
℃
○
ω
獣
ぴ
竃
。
。
¢
円
准
ω
o
ゲ
0
6
・
Φ
ω
》
（
団
O
。
頴
Q
。
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
Q
彼
に
よ
れ
ぽ
、
「
等
質
的
で
空
虚
な
湯
器
」
は
、

　
　
知
性
が
行
動
す
る
の
を
媒
介
し
、
条
件
づ
け
る
図
式
な
の
で
あ
る
。
　
「
も
っ
と
も
こ
の
種
の
図
式
に
入
り
込
む
傾
向
は
、
事
物
の
側
に
も

　
　
自
然
に
横
た
わ
っ
て
い
る
」
（
H
ぴ
葬
）
と
い
う
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
知
性
の
綜
合
作
備
（
物
質
を
恣
意
的
に
解
体
し
、
再
構
成
す
る

　
　
能
力
）
に
よ
っ
て
、
等
質
的
空
閥
が
生
じ
、
数
学
的
空
間
が
構
成
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
数
学
も
含
め
て
、
科
学
は
す
べ
て
行
動
と
実
利
性

　
　
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
論
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
が
至
る
所
で
く
り
か
え
し
て
い
る
主
張
に
適
合
す
る
。
し
か
し
、
事
柄
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
身
と
し
て
は
、
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
私
が
提
出
し
た
、
「
数
学
的
知
性
も
意
識
の
働
き
で
あ
る
以
上
、
数
学
的
知
性
巨
綜
合
作
胴
は
意
識
の
統
一
作
用
と
志
向
性
と
を
含
意

　
　
し
て
は
い
な
い
か
」
と
い
う
問
は
、
結
局
答
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
と
ど
ま
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
考
え
で
は
、
知
性
は
行
動

　
　
を
め
ざ
す
の
で
あ
り
、
意
識
の
志
向
性
は
、
行
動
に
す
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
行
動
と
内
的
意
識
の
二
元
性
は
、
問
題
と
し

　
　
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
知
性
の
実
践
的
性
格
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
直
な
知
覚
賃
行
動
説
（
ζ
霞
．
b
。
廃
込
。
刈
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
知
覚
と
は
可
能
的
行
動
で
あ
る
。
1
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
こ
の
説
自
身
が
、
知
覚
の
霞
果
説
の
一
変
様
で
あ
る
。
（
鍵
寓
・
o
鍔
圃
）

　
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
上
述
の
二
元
性
を
、
「
意
識
の
様
々
な
平
螺
」
と
い
う
考
え
で
解
こ
う
と
し
、
緊
張
（
け
③
昌
ω
δ
⇒
）
の
程
度
に
よ
っ
て
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
こ
そ
私
が
く
り
か
え
し
て
批
判
す
る
弁
証
法
的
再
構
成
で
は
な
い
か
。

　
　
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
知
性
が
行
動
に
相
関
的
で
且
物
質
の
欄
に
、
行
動
の
シ
ェ
ー
マ
に
応
ず
る
構
造
が
あ
る
と
べ
ル
ク
ソ
ソ
は
考

　
　
え
た
。
こ
の
構
造
は
、
物
質
に
内
在
す
る
か
、
し
な
い
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
第
一
の
場
合
に
は
、
つ
ま
り
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
、
こ
う
い

　
　
う
構
造
が
物
質
に
内
在
す
る
と
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
を
解
明
す
る
方
法
を
示
す
義
務
が
あ
る
。
し
か
し
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
は
、
対
象
の

　
　
む
　
　
む

　
　
本
質
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
知
性
的
分
析
も
、
結
局
、
行
動
の
た
め
と
い
う
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
め
に
、
こ
の
こ
と
を
な
し
得
な
い
。
し
か
し
、
他
方
、
も
し
、
内
在
し
な
い
と
考
え
る
な
ら
、
こ
の
本
質
構
造
を
行
動
に
稲
対
的
な
も
の

97一　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
決
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
対
象
の
本
質
構
造
が
、
行
動
に
相
対
的
だ
、
と
考
え
る
一
種
の
相
対
主
義
に
お
ち
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
哲
学
の
使
命
を
、
絶
対
の
把
握
と
そ
れ
に
よ
る
認
識
の
基
礎
づ
け
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
つ
ま
り
行
動
絹

　
　
　
　
の
り
こ
え

対
主
義
の
超
越
を
め
ざ
す
の
だ
か
ら
、
上
の
帰
結
と
は
梱
容
れ
な
い
。
結
局
こ
の
こ
と
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
直
観
の
合
一
性
と
本
質
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

盲
目
性
つ
ま
り
ノ
ミ
ナ
リ
ス
ム
と
に
由
来
す
る
。

　
『
創
造
的
進
化
』
の
巌
頭
で
、
以
前
の
三
民
を
簡
単
に
反
復
し
た
と
き
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
「
意
識
の
諸
状
態
」
と
い
う
考
え
を
す

て
た
。
そ
れ
は
、
意
識
の
区
別
さ
れ
た
要
素
と
い
う
概
念
を
含
意
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
意
識
の
諸
状
態
と
か
、
区
別
さ
れ
た
諸
要
素

と
い
う
の
は
、
「
吾
々
の
不
連
続
な
一
連
の
注
意
作
用
」
（
図
Ω
ω
）
が
、
連
続
し
舎
つ
た
流
れ
で
あ
る
心
的
生
命
の
上
に
作
り
笛
し
た
仮

象
で
あ
る
。
　
「
不
連
続
な
形
は
、
背
景
の
連
続
の
上
に
浮
き
出
た
も
の
だ
。
」
（
国
ρ
ω
）
し
か
し
、
く
り
か
え
す
が
、
こ
の
注
意
作
用
は

吾
々
の
意
識
以
外
の
ど
こ
に
根
を
も
つ
の
か
Q
あ
る
い
は
、
上
空
飛
行
的
自
我
を
認
め
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
注
意
作
用
は
、
意
識
の
統

一
性
を
暗
示
し
て
は
い
な
い
か
。
こ
う
い
う
注
意
作
用
に
書
及
す
る
こ
と
自
身
、
暗
黙
の
内
に
、
意
識
の
志
向
性
を
認
め
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
注
意
作
用
も
又
、
連
続
し
あ
っ
た
流
れ
で
あ
る
心
的
生
命
に
属
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
は
な
い
の
か
。
し
か
し
、

も
し
志
向
性
を
認
め
る
な
ら
、
意
識
の
形
式
と
内
容
（
志
向
的
対
象
）
、
つ
ま
り
意
識
の
本
質
構
造
を
解
明
す
る
反
省
を
認
め
ね
ば
な
ら

な
い
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
持
続
の
内
に
志
向
性
の
糸
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
ね
ぽ
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
拒
否
す

る
こ
と
だ
。
何
故
な
ら
、
下
問
と
空
闘
と
の
混
血
児
と
い
っ
た
よ
う
な
時
間
的
距
離
と
い
う
概
念
を
否
定
す
れ
ば
、
志
向
性
の
糸
を
張
り

め
ぐ
ら
す
こ
と
は
で
き
ぬ
か
ら
。
（
｝
幽
二
・
　
⇔
。
　
×
”
　
①
Φ
）
と
同
時
に
、
反
省
作
用
自
身
も
、
こ
の
毎
年
的
距
離
（
沈
み
こ
ん
で
い
く
）
と
い

う
概
念
な
し
で
は
、
成
り
立
ち
得
ぬ
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
鍵
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
神
秘
主
義
は
、
合
　
と
し
て
の
直
観
か
ら
の
直
接
の
帰
結
で
あ
る
。

（
2
）
　
笛
P
欝
臼
●
ω
■
卜
⊃
ω
H
ー
ベ
ル
ク
ソ
ン
貞
身
は
、
注
意
作
嗣
の
一
直
線
的
捉
え
方
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
て
、

　
象
と
精
神
と
の
根
互
緊
張
の
段
階
性
」
に
注
意
作
用
を
み
る
。
＜
○
ぎ
ζ
鑑
・
姐
緊
轟
痢

不
可
解
と
も
い
う
べ
き
「
対



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
る

（
3
）
　
バ
ー
ク
リ
ー
は
、
『
人
知
原
理
論
』
（
一
二
三
節
）
で
、
算
数
学
の
実
践
性
を
主
張
し
て
い
る
。
　
「
箆
　
数
学
で
は
、
も
の
を
な
が
め
な
い
で
、
記

　
号
を
な
が
め
る
が
、
そ
れ
は
記
号
論
身
の
た
め
で
な
く
、
も
の
に
関
し
て
い
か
に
行
動
す
べ
き
か
を
記
号
が
指
示
し
、
も
の
を
正
し
く
処
理
す
る
道

　
を
指
示
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

（
4
）
　
知
覚
の
因
果
説
と
は
、
物
が
感
覚
器
官
を
通
し
て
脳
内
に
与
え
る
物
理
化
学
的
過
程
が
、
知
覚
を
作
る
、
と
い
う
説
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、

　
知
覚
現
象
を
光
の
反
射
に
た
と
え
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
外
的
対
象
か
ら
来
た
「
光
線
し
が
、
身
体
と
い
う
「
自
発
的
活
動
の
中
心
」
に
達
す
る

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
と
、
「
そ
の
活
動
の
利
害
に
湿
る
光
線
は
、
通
過
す
る
代
わ
り
に
逆
も
ど
り
し
て
、
光
を
幽
す
物
体
の
輪
郭
を
猫
き
出
す
よ
う
に
み
え
る
だ
ろ
う
。
」

　
か
く
し
て
、
脳
一
1
身
体
は
、
自
分
に
関
心
あ
る
も
の
だ
け
を
イ
マ
…
ジ
ュ
の
全
体
か
ら
切
り
取
り
、
対
象
の
あ
る
そ
の
場
所
に
知
覚
を
帰
す
る
。

　
（
投
影
1
）
＜
o
搾
竃
ζ
「
も
。
や
9
及
び
参
麿
、
大
森
荘
蔵
「
虚
語
・
知
覚
・
世
界
し
二
四
三
頁
。
実
在
論
で
は
知
覚
が
神
秘
と
な
り
、
観
念
論
で
は

　
科
学
が
神
秘
と
な
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
故
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
こ
の
よ
う
な
知
覚
園
果
説
の
変
様
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
巧
み
な
仮
説
で
あ
る
が
、

　
明
証
性
を
欠
く
よ
う
に
思
え
る
。

（
5
）
　
ピ
ア
ジ
ェ
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
知
的
再
構
成
の
産
物
が
彼
の
哲
学
な
の
だ
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
直
観
の
方
法
的
意
味
は
漠
然
と
し
た
予
感
以
上
に

　
は
不
可
解
な
の
で
あ
る
、
と
漏
破
し
て
い
る
。
＜
o
ダ
勺
冨
σ
q
簿
”
多
望
鈎
偽
§
謡
ミ
鴇
。
誠
叙
免
隷
辱
か
占
象
。
㌧
ミ
♪
℃
・
H
ω
c
。
ゐ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
6
）
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
、
「
概
念
の
明
噺
性
と
は
、
そ
の
概
念
を
有
利
に
操
作
し
得
る
と
い
う
確
立
さ
れ
た
確
実
性
に
す
ぎ
な
い
。
し
（
℃
竃
・
卜
⊃
譲
）
と

　
い
う
。
こ
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
相
対
主
義
、
知
性
の
実
利
性
へ
の
網
硬
化
は
、
次
の
こ
と
を
理
解
し
得
ぬ
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
。
即
ち
、
真
理
は
、
そ

　
れ
宮
体
で
あ
り
、
い
か
な
る
主
観
、
色
人
、
種
に
も
依
存
し
な
い
。
＜
σ
q
一
．
鵠
蕊
紹
二
…
甚
訂
ぎ
q
ミ
Q
、
蓬
簿
§
鷺
3
劉
ψ
昌
墜
α
冒

（
7
）
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
　
｛
般
観
念
の
起
源
を
、
「
常
に
＝
疋
の
仕
方
で
機
能
す
る
運
動
器
官
」
（
窓
竃
辱
嵩
。
◎
）
や
、
「
身
体
が
取
る
態
度
一
反
作
規

　
1
一
の
問
一
性
の
意
識
」
（
ζ
竃
．
嵩
⑩
）
に
み
る
。
一
般
観
念
は
、
「
発
言
さ
れ
た
言
葉
」
に
お
い
て
身
体
化
し
よ
う
と
す
る
が
、
園
定
さ
れ
た
瞬
問

　
に
逃
げ
て
し
ま
う
。
（
］
≦
竃
e
一
。
。
O
）
一
般
観
念
の
身
体
化
、
つ
ま
り
類
を
立
て
、
構
成
す
る
こ
と
は
、
永
久
に
完
結
す
る
こ
と
が
な
い
Q
（
竃
ζ
曜
ミ
ゆ
）
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第
三
部
　
合
一
か
反
省
か
一
i
直
観
の
二
つ
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
O
　
は
じ
め
に

　
直
観
の
二
つ
の
機
能
、
合
一
と
反
省
と
が
、
た
と
え
ベ
ル
ク
ソ
ン
で
は
鋭
く
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
に
も
拘
ら
ず
、

直
観
が
合
一
と
反
省
（
理
解
）
の
二
つ
の
機
能
に
分
節
化
さ
れ
た
の
も
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
私
の
意
図
は
、
合
一
と
反
省
と
の
分
節
化

の
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
直
観
の
二
つ
の
機
能
の
起
源
を
探
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
「
生
け
る
現
在
」
の

両
義
性
に
両
者
の
起
源
を
求
め
た
い
と
思
う
。
流
れ
る
現
在
が
、
既
に
何
度
か
使
っ
た
表
現
で
い
え
ぽ
、
《
共
に
泳
ぐ
こ
と
》
を
可
能
に

す
る
の
だ
し
、
流
れ
且
立
ち
止
る
現
在
が
、
反
省
を
可
能
に
す
る
。
合
｛
も
反
省
も
現
在
の
両
義
性
に
足
を
下
ろ
し
て
い
る
。
ベ
ル
ク
ソ

ソ
の
直
観
ほ
動
的
図
式
が
、
回
顧
的
錯
覚
の
侵
犯
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、
同
時
に
現
在
に
お
け
る
私
の
顕
在
化
の
働
き
で
も
あ
る
、

と
す
で
に
述
べ
て
お
い
た
。
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
直
観
は
、
生
け
る
現
在
の
題
言
性
に
根
ざ
し
て
い
る
た
め
に
、
上
の
よ
う
な
両
義
的
分
節
化

を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
⇔
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
け
る
「
合
一
」
と
「
反
省
篇
と
の
問
題

　
「
直
観
と
反
省
」
の
問
題
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
で
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。
薩
観
貝
合
一
と
い
う
見
方
は
、
持
続
の
現
在
に
身
を
響
き
、
た

え
ざ
る
創
造
の
元
初
に
生
き
る
こ
と
で
あ
る
し
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、
い
わ
ば
「
自
己
反
省
」
と
も
い
う
べ
き
、
根
底
の
自
我
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
還
帰
的
反
省
で
あ
る
。
た
と
え
合
一
を
め
ざ
す
と
い
う
意
味
合
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
直
接
に
含
己
を
み
る
、
合
　
す
る
、
接
触
す
る
ー

ー
こ
れ
が
反
省
で
あ
り
、
直
観
で
あ
る
。

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
、
見
る
自
我
と
見
ら
れ
る
自
我
と
の
合
一
を
考
え
得
た
の
は
、
そ
の
時
、
反
省
的
意
識
と
行
動
的
意
識
と
を
考
え
て
い



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
か
ら
で
あ
る
。
見
る
自
我
と
見
ら
れ
る
自
我
と
の
合
一
は
、
行
動
へ
の
注
意
の
内
に
生
じ
る
自
己
忘
却
の
こ
と
で
あ
る
。
反
省
的
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
行
動
と
は
、
一
応
区
別
さ
れ
な
が
ら
、
結
局
、
「
意
識
の
緊
張
の
程
度
」
と
い
う
見
方
の
内
で
和
解
す
る
（
寓
鍵
．
鱒
鳶
）
Q
　
こ
こ
で
私

は
、
合
～
と
反
省
と
い
う
問
題
に
再
び
出
会
っ
て
い
る
。
合
一
と
反
省
と
い
う
問
題
は
、
崇
重
に
、
時
間
の
根
本
性
格
に
関
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
私
は
、
含
。
頴
ヨ
鋤
身
震
巳
ρ
器
》
と
い
う
べ
ル
ク
ソ
ン
的
直
観
が
、
つ
ま
り
生
成
す
る
意
味
と
い
う
観
念
が
、

再
び
重
要
な
光
を
投
げ
か
け
る
の
を
見
と
ど
け
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
「
生
け
る
現
在
砿
を
獄
う
べ
ル
ク
ソ
ソ
約
観
念
な
の
だ
。
少
し
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

廻
り
し
て
お
く
と
、
A
旦
も
反
省
も
、
「
動
き
つ
つ
あ
る
意
味
」
§
ω
。
ま
日
脚
α
楓
糞
壷
ρ
償
Φ
の
、
「
生
け
る
現
在
」
か
ら
の
分
立
（
O
互
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

麟
簿
δ
口
）
l
ー
シ
ェ
リ
ン
グ
の
い
う
意
味
で
…
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
（
1
）
　
「
行
動
の
た
め
に
自
己
蓑
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
存
在
に
は
、
自
己
忘
却
は
有
利
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
の
必
然
性
疑
必
要
に
応
じ
て
い
る
。
」
（
℃
ζ
．
蔭
）

　
（
2
）
　
＜
o
ぎ
竃
ζ
■
卜
。
O
評
。
。
■
次
の
よ
う
な
こ
と
を
、
ベ
ル
ク
ソ
ソ
は
い
っ
て
い
る
。
膚
分
が
行
動
す
る
の
を
見
る
と
き
の
持
続
は
、
そ
の
要
素
が
分

　
　
離
し
、
並
列
す
る
が
、
反
対
に
、
行
動
す
る
と
き
の
持
続
で
は
、
心
理
状
態
は
、
相
互
に
溶
け
あ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
（
3
）
　
即
｝
副
窪
ぎ
σ
q
”
ω
¢
≦
’
〈
o
野
或
”
。
。
■
心
O
メ
根
源
的
な
る
も
の
が
、
矛
鷹
対
立
な
し
に
、
互
い
に
反
す
る
述
語
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

㊧
　
自
我
の
二
相

現
象
学
的
反
省

　
　
　
自
我
の
二
相
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
現
象
学
と
で
は
異
っ
た
風
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
、
予
め
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
ベ
ル
ク
ソ

　
　
ン
で
は
、
垂
直
的
で
あ
り
、
フ
ッ
サ
ー
ル
で
は
水
平
的
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
で
は
、
藏
観
の
努
力
と
は
、
空
閥
を
受
け
入
れ
る
禽
我
を

　
　
根
底
の
自
我
に
ひ
き
も
ど
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
岡
階
に
、
分
析
の
努
力
、
反
省
の
努
力
と
い
わ
れ
る
。
フ
ッ
サ
…
ル
で
は
、
自
我
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
二
相
は
、
反
省
の
遂
行
膚
我
（
＜
○
囲
薯
σ
q
ω
8
び
）
と
反
省
さ
れ
る
自
我
と
の
霞
我
分
裂
と
し
て
現
れ
る
。
何
故
な
ら
、
ま
ず
現
象
学
的
還

　
　
元
に
よ
っ
て
、
私
は
現
象
に
颪
前
し
て
い
る
、
そ
し
て
、
意
識
は
、
墜
緒
意
識
に
還
元
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ

　
　
は
、
水
平
的
自
我
の
二
相
と
い
っ
て
よ
い
。
究
極
の
時
間
構
成
的
意
識
が
問
題
な
の
だ
が
、
こ
の
意
識
の
領
野
の
獲
得
の
た
め
の
還
元
を
、

鋤　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
第
五
百
三
十
二
暦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

蹴
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
フ
ッ
サ
ー
ル
の
遺
稿
は
、
特
に
根
元
化
的
還
元
と
名
づ
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
現
象
学
的
反
省
と
は
、
志
向
的
分
析
を
行
う
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
。
志
向
的
分
析
と
は
、
フ
ィ
ン
ク
に
よ
れ
ぽ
、
隠
れ
て
働
い
て
い
る
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
向
性
…
津
昌
α
q
δ
お
疑
①
H
纂
窪
ユ
。
昌
⇔
店
懸
の
顕
在
化
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
「
共
に
働
い
て
い
る
意
識
作
用
し
の
顕
在
化
の
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
は
、
純
粋
自
我
の
自
我
極
に
向
う
。
何
故
な
ら
、
志
向
的
分
析
は
、
ノ
エ
マ
的
反
省
を
介
し
て
、
ノ
エ
シ
ス
的
反
省
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
志
向
性
全
体
の
解
明
に
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
自
我
極
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
作
用
の
源
泉
な
の
で
あ
る
。
こ
の
霞
我
極
へ
の
反
省
、
つ

　
　
ま
り
、
根
元
化
的
反
省
に
お
い
て
、
時
間
の
ア
ポ
リ
ア
に
出
会
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
根
底
的
自
我
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
異
質
な
瞬
間
が
相
互
に
滲
透
し
あ
う
持
続
」
、
「
質
的
多
様
性
し
、
と
か

　
　
「
継
起
が
融
合
と
有
機
的
合
一
を
含
む
自
我
」
（
U
H
．
⑩
α
）
と
い
う
だ
け
で
、
こ
の
自
我
の
分
析
は
行
な
わ
な
い
。
む
し
ろ
表
面
的
自
我

　
　
か
ら
区
別
し
て
、
根
元
的
自
我
を
把
む
の
が
、
「
分
析
の
努
力
」
な
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
分
析
は
こ
こ
で
止
る
（
○
図
・
り
O
）
。
こ
の
自
我
の

　
　
「
影
」
（
U
H
．
8
）
で
あ
る
表
薗
的
自
我
は
、
空
關
へ
の
反
射
に
よ
っ
て
つ
か
ま
れ
る
（
U
目
．
H
O
込
。
）
。
し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
（
8
）

　
　
「
区
別
さ
れ
た
状
態
を
知
覚
す
る
の
も
、
注
意
を
集
中
し
て
、
こ
れ
ら
の
状
態
が
溶
け
会
う
の
を
見
る
の
も
、
同
一
の
自
我
で
あ
る
。
」

　
　
こ
れ
は
実
は
、
ア
ポ
リ
ア
な
の
で
あ
る
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
自
我
の
同
一
性
を
確
認
す
る
の
は
、
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
は
り
反
雀
で
あ
り
、
現
在
と
過
去
と
に
断
続
を
置
く
こ
と
だ
。

　
　
　
だ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
時
間
性
の
謎
と
し
て
、
意
識
的
に
受
け
と
め
て
い
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
が
、
時
間
構
成
的
意
識

　
　
の
反
省
、
つ
ま
り
根
元
化
的
還
元
を
行
っ
て
い
る
と
き
、
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
純
粋
持
続
の
構
造
分
析
な
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
「
遂
行
自
我
」
窃
身
、
時
間
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
く
σ
q
ド
霞
二
■
P
自
幽
。
。
・
。
。
？
O
卜
。
’

（
3
）
　
プ
ラ
ン
ト
と
ヘ
ル
ト
の
次
の
研
究
を
参
看
。
○
・
切
§
辻
”
頬
ミ
♪
㌧
き
ミ
ミ

寓
釜
α
q
一
ま
ら
．

寒
き
一
，
剛
器
σ
q
お
α
9
二
く
「
譲
Φ
筐
　
穿
守
§
ミ
鷺
O
磧
§
旧
§
3



（
4
）
　
じ
σ
鎚
5
9
0
や
o
F
o
り
◎
N
α
●
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
第
一
の
反
省
も
、
持
続
の
顕
在
化
の
た
め
の
還
元
と
考
え
ら
れ
る
。
持
続
は
一
切
の
意
味
源
泉
で
あ

　
る
。

（
5
）
＜
α
Q
ゼ
閏
圃
爵
”
勲
黛
ミ
§
蓑
・
き
§
§
煙
§
ミ
曇
馬
．
（
騨
p
α
Q
）
ω
．
b
。
多
じ
d
残
§
9
。
マ
。
謬
二
。
。
』
9

（
6
）
　
＜
σ
q
野
b
d
罠
b
g
o
℃
・
鼠
ゴ
ψ
邸
も
σ
I
G
。
■
初
期
の
フ
ッ
サ
…
ル
は
こ
の
問
題
を
避
け
て
い
た
Q
「
究
極
の
構
成
的
意
識
の
晴
間
に
つ
い
て
は
、
も
は
や

　
語
り
得
ぬ
。
」
（
鵠
鶯
●
勉
卿
　
×
．
ω
◆
刈
c
o
）

（
7
）
　
＜
σ
q
㎞
●
鵠
F
蟄
叉
●
た
と
え
ば
、
ψ
吋
O
り
山
P
以
下
に
お
い
て
、
私
は
、
「
第
～
哲
学
」
の
第
二
部
、
「
境
象
学
的
心
理
学
」
等
、
　
　
九
二
三
f
二

　
五
年
の
講
義
ノ
ー
ト
（
類
信
●
魯
■
臣
。
葭
の
ヌ
．
）
と
、
ブ
ラ
ン
ト
と
ヘ
ル
ト
の
研
究
と
を
参
考
に
す
る
。
フ
ッ
サ
…
ル
の
最
後
の
聴
問
論
（
一
九
三
〇

　
年
代
）
は
未
公
刊
で
あ
る
か
ら
。

（
8
）
　
】
】
．
日
O
ω
．
こ
こ
で
も
「
注
意
し
、
且
見
る
自
我
」
と
「
心
的
諸
状
態
の
溶
け
合
う
の
が
見
ら
れ
る
自
我
」
を
考
え
て
い
る
の
は
矛
震
な
の
だ
。

（
9
）
小
論
、
一
部
三
章
参
齎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
生
け
る
現
在
の
両
義
性

　
　
　
根
元
化
的
還
元
は
、
自
我
極
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
絶
対
的
意
識
流
を
反
省
し
、
「
自
我
は
、
自
ら
を
時
間
的
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
自
我
と
は
、
自
我
の
自
己
時
間
化
で
あ
る
。
」
と
こ
ろ
が
、
こ
の
還
元
自
身
が
時
間
化
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
時
間
の
ア
ポ
リ
ア
が
あ
る
。

　
　
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
以
前
に
お
い
て
も
、
反
省
は
意
識
体
験
の
変
様
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
暗
黙
の
内
に
時
間
的
変
様
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
あ
る
と
い
っ
て
い
た
。
だ
が
、
実
を
い
え
ば
、
超
時
間
的
反
省
等
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
お
よ
そ
反
省
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
は
、
時

　
　
閾
で
あ
る
と
ま
で
、
以
前
に
お
い
て
は
、
彼
の
反
省
は
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
反
省
の
性
格
を
、
一
般
的
に
記
述
し
て
お
こ
う
。
知
覚
と
は
現
在
化
（
O
Φ
σ
Q
魯
惹
三
ぴ
q
§
σ
q
）
の
こ
と
で
あ
る
。
家
を
知

　
　
覚
し
て
い
る
時
、
私
は
私
の
知
覚
作
用
を
知
ら
な
い
。
…
ー
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ぽ
、
そ
れ
は
、
私
の
「
自
己
忘
却
態
」
で
あ
る
。
こ
の

　
　
時
私
は
隠
れ
て
い
る
Q
だ
が
、
私
が
私
の
知
覚
作
用
に
反
省
を
向
け
る
時
、
私
は
《
私
は
ま
さ
に
家
を
知
覚
し
た
ば
か
り
だ
》
と
、
肖
露
㊥

032　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



204

　
　
　
　
折
口
瀞
ず
研
究
第
一
血
百
一
二
ゐ
1
二
異
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
ゐ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
覧
．

馨
ご
奏
剛
に
距
離
を
取
り
な
が
ら
意
識
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
少
し
前
に
働
い
て
い
た
私
の
知
覚
作
用
を
、
後
か
ら
確
認
し
て
い
る
訳

（
3
）

だ
。
反
雀
と
は
、
だ
か
ら
、
今
ま
で
働
い
て
い
た
自
我
が
、
私
か
ら
遠
ざ
か
り
、
躍
離
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
反
省
が
、

こ
の
反
省
作
胴
自
身
に
向
う
と
き
、
私
の
反
省
作
用
が
照
ら
し
出
す
の
は
、
常
に
、
《
ま
さ
に
今
ま
で
働
い
て
い
た
反
省
欝
我
》
で
あ
る
。

私
は
今
、
根
元
化
的
還
元
を
行
い
、
私
と
は
自
己
時
磁
化
な
の
だ
か
ら
、
反
省
作
用
へ
の
反
省
は
、
今
ま
で
働
い
て
い
た
自
我
を
顕
在
化

す
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
蒔
間
化
と
は
、
時
問
的
生
成
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
時
間
対
象
性
と
し
て
構
成
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
は
、
霞
我
そ
の
も
の
を
も
時
問
化
す
る
こ
と
だ
か
ら
だ
Q
従
っ
て
、
遂
行
自
我
－
機
能
し
つ
つ
あ
る
自
我
は
、
私

の
反
省
作
用
に
お
け
る
轟
轟
時
闇
化
な
の
で
あ
る
。
　
「
反
省
を
遂
行
す
る
無
我
は
、
あ
き
ら
か
に
《
自
己
忘
却
的
自
我
》
と
い
う
様
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
り
、
彼
の
確
認
す
る
作
用
は
、
自
己
忘
却
的
で
あ
る
。
し
と
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
い
っ
て
い
る
。
今
働
い
て
い
る
自
我
は
、
常
に
背
後
に

退
行
し
て
い
く
。
反
省
は
、
背
後
を
照
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
反
省
の
志
向
的
対
象
と
な
る
の
は
、
今
ま
で
働
い
て
い
た
自
我
な
の
で
あ

る
。
　
「
自
我
極
か
ら
反
対
極
に
向
け
ら
れ
た
作
用
の
員
標
点
と
な
っ
て
い
る
現
在
は
、
対
象
的
に
一
つ
の
意
識
つ
ま
り
作
用
の
内
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

こ
の
作
用
自
身
は
、
対
象
約
に
意
識
さ
れ
な
い
。
」
と
、
草
稿
に
書
か
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
こ
の
究
極
的
に
働
く
一
纏
と
は
、
現
在
化

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
現
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
え
ず
、
そ
れ
自
身
隠
れ
な
が
ら
、
背
後
で
働
い
て
い
る
こ
の
欝
我
を
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
，
流
れ
つ
つ

　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

あ
る
現
在
」
と
呼
ぶ
。
と
同
時
に
、
「
私
は
、
解
明
に
よ
っ
て
、
こ
の
流
れ
つ
つ
あ
る
現
在
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
も
の
の
一
切
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
、
い
う
。
こ
の
現
在
こ
そ
、
一
切
の
意
味
が
そ
こ
か
ら
生
気
を
受
け
と
る
源
泉
な
の
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
現
在
は
、
「
流
れ
る
」
と

「
立
ち
止
る
」
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
と
い
う
の
は
、
「
私
を
反
省
す
れ
ぽ
、
私
は
機
能
し
つ
つ
あ
る
自
我
の
海
雀
作
用
の
主
体
と
し
て

あ
り
、
他
方
反
対
に
、
対
象
と
し
て
そ
の
客
観
で
あ
る
。
そ
し
て
、
《
体
験
の
流
れ
》
と
《
体
験
内
で
変
ら
ぬ
も
の
と
し
て
、
自
己
を
綜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

合
的
に
構
成
す
る
有
》
と
に
よ
っ
て
、
普
遍
的
綜
合
が
生
じ
、
こ
の
綜
舎
に
よ
っ
て
、
私
は
反
省
さ
れ
な
い
ま
ま
で
同
一
極
だ
か
ら
で
あ

（
9
）

る
。
」
こ
こ
で
、
同
一
極
の
同
～
性
、
自
我
の
同
一
性
を
確
認
す
る
の
は
、
や
は
り
反
省
な
の
で
あ
る
。
反
省
と
は
、
「
後
か
ら
の
確
認
」

だ
、
と
フ
ッ
サ
ー
ル
は
い
っ
て
い
た
。
す
る
と
反
省
は
、
自
我
を
分
裂
さ
せ
る
し
、
又
霞
我
の
同
一
性
を
確
認
す
る
作
用
だ
、
と
い
う
こ
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、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
実
は
、
私
と
反
省
の
対
象
た
る
私
と
の
間
に
あ
っ
た
距
離
は
、
反
省
以
前
に
架
橋
（
二
ぴ
①
甚
乙
。
寡
）
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
自
己
時
間
化
で
あ
る
私
、
現
在
化
す
る
現
在
で
あ
る
私
が
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
距
離
が
生
じ
た
の
で

は
な
く
、
却
っ
て
、
逆
に
流
れ
つ
つ
あ
る
現
在
に
お
い
て
、
確
認
す
る
膚
我
と
確
認
さ
れ
る
自
我
と
の
間
の
距
離
が
既
に
生
れ
て
い
て
、

こ
の
距
離
が
、
そ
も
そ
も
反
省
を
可
能
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
－
要
約
す
る
と
、
流
れ
る
現
在
が
、
自
ら
を
す
べ
り
お
ち
さ
せ
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
既
に
あ
る
距
離
が
生
れ
て
い
る
。
こ
の
既
に
生
れ
て
い
た
距
離
に
よ
っ
て
、
反
省
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
反
省

の
お
か
げ
で
、
私
は
自
我
の
同
一
性
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
確
認
膚
身
、
以
前
に
生
れ
て
い
た
距
離
が
、
そ
の
く

せ
、
既
に
架
橋
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
共
に
、
流
れ
る
現
在
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
、

反
省
に
よ
る
同
一
性
の
確
認
は
、
現
在
の
立
ち
止
り
性
を
示
す
。
　
「
自
己
反
省
の
可
能
性
は
、
だ
か
ら
、
究
極
的
に
機
能
す
る
自
我
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ち
止
り
的
流
れ
と
同
じ
く
、
又
、
流
れ
約
立
ち
止
り
性
の
上
に
存
立
す
る
の
で
あ
る
。
」
究
樋
的
に
作
動
し
つ
つ
あ
る
自
我
は
、
反
省
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

前
の
流
れ
の
内
に
自
ら
を
流
入
さ
せ
つ
つ
、
既
に
自
己
を
取
り
集
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
己
分
裂
し
つ
つ
、
同
時
に
、
現
在

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

野
に
お
い
て
A
翻
し
て
い
る
。
流
れ
つ
つ
あ
る
現
在
で
あ
る
自
我
は
、
生
け
る
現
在
（
自
己
現
在
化
で
あ
り
、
知
覚
の
別
名
で
あ
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

フ
ッ
サ
ー
ル
は
明
証
性
の
も
と
に
も
の
を
み
る
か
ら
。
）
に
お
い
て
、
「
す
べ
り
お
ち
さ
せ
つ
つ
、
取
り
集
め
る
こ
と
」
で
あ
る
Q

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

切
民
碧
9
0
マ
簿
こ
ω
’
譲
■

譲
午
欝
頃
”
ω
’
慧
下
伊
ω
．
一
G
o
一
。

国
鐸
鉾
藝
．
ψ
c
。
⑩
亀

じ
σ
械
§
斜
。
ワ
。
…
∬
o
っ
◎
銀
噸
国
㊦
蕉
“
卜
、
富
謡
ミ
讐
Q
恥
臆
ミ
§
、
野

匡
午
騎
藁
畢
幹
○
。
㊤
■

じd

ﾅ
鼠
“
o
℃
「
o
酬
f
o
り
・
8
．

国
蛋
．
斜
叉
．
県
“
9

｝
⇔
．
ρ

ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
法
と
そ
の
検
討

（
国
憲
σ
q
δ
①
①
）
G
o
噸
。
。
な
。
。

一
〇
七
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（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

哲
学
研
究
第
五
百
三
十
二
号

笛
9
穿
ヌ
．
卜
Q
O
c
Q
●

プ
ラ
ン
ト
と
ヘ
ル
ト
の
裟
現
。
＜
σ
q
r
し
ご
§
乙
》
o
㍗
臥

篤
色
島
o
P
o
閂
〔
二
ω
含
c
Q
歴

》
．
9
畠
．
○
●

～
ω
．
ま
ω
ρ
ρ
ω
●
①
c
。
’
頃
の
匡
”
ε
．
o
搾
G
o
「
c
。
O
山
「

　
○
八

結

訟fima

　
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
方
法
の
解
釈
と
検
討
は
、
結
局
現
在
の
両
義
性
一
合
一
と
反
省
と
の
始
原
に
終
局
す
る
。
換
言
す
る
と
、
現
在
が
立

ち
止
り
つ
つ
、
流
れ
る
、
と
同
時
に
、
流
れ
つ
つ
あ
る
現
在
と
し
て
の
自
我
は
、
す
べ
り
お
ち
さ
せ
な
が
ら
（
分
裂
）
、
取
り
集
め
て
い

る
（
合
一
）
。
つ
ま
り
、
立
ち
止
る
現
在
は
、
反
省
と
自
我
分
裂
を
、
流
れ
る
現
在
は
合
一
を
深
す
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
流
れ
つ

つ
あ
る
現
在
で
あ
る
自
我
は
、
分
裂
し
つ
つ
、
合
一
し
て
い
る
。
こ
の
両
義
性
は
、
論
理
的
矛
盾
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
生
け
る
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

在
の
分
節
、
あ
る
い
は
分
立
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
論
理
的
反
省
自
身
が
、
こ
の
現
在
か
ら
生
気
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ル
ロ
睡
ポ
ソ
テ
ィ
は
、
こ
の
現
在
に
、
「
哲
学
の
位
置
す
べ
き
真
の
場
所
」
を
、
つ
ま
り
哲
学
的
思
惟
の
源
を
み
て
と
っ
て
い
る
。
第
一

部
で
み
た
よ
う
に
、
私
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
直
観
翁
動
的
図
式
に
見
出
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
「
生
成
し
つ
つ
あ
る
意
味
」
で
は
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
か
。
動
的
図
式
と
は
、
自
己
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
意
味
、
と
い
う
よ
り
は
、
「
精
神
の
連
続
的
方
向
を
指
示
す
る
」
方
向
指
示
器
だ
っ

た
の
だ
か
ら
。
そ
れ
は
、
直
観
と
反
省
と
の
以
前
に
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
作
用
の
源
泉
で
あ
る
「
判
明
に
な
り
つ
つ
あ
る
動
き
」
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
反
省
と
回
顧
を
ま
た
現
在
の
顕
在
化
の
働
き
を
推
進
す
る
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
吾
々
が
そ
こ
に
生
き
、
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

き
、
有
る
と
こ
ろ
の
「
生
け
る
永
遠
」
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
　
「
生
き
て
い
る
現
在
」
と
は
、
こ
の
生
け
る
永
遠
の
別
名
で

は
な
い
の
か
。
神
は
死
ん
だ
の
だ
か
ら
。

　
（
1
）
　
メ
ル
ロ
臓
ポ
ン
テ
ィ
「
入
間
の
科
学
と
現
象
学
」
邦
訳
八
五
頁
。
＜
α
q
野
頃
¢
’
欝
ヌ
》
ω
◎
蒔
刈
¢



（
2
）
団
ω
・
献
蒔
迄
。
。
9

（
3
）
勺
暴
ミ
①
．

（
追
記
）
　
小
論
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
五
日
、
大
阪
大
学
文
学
部
の
フ
ラ
ン
ス
誓
学
研
究
会
に
お
け
る
講
演
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
機
会
を
与
え
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
な
お
当
山
、
議
論
に
よ
っ
て
、
筆
者
の
論
点
の
明
確
化
に
寄
与
さ
れ
た
諸
先
生
方
、
沢
潟
久
敬
、

　
三
輪
正
、
斎
藤
義
一
等
々
の
方
々
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
京
都
産
業
大
学
〔
ド
イ
ツ
語
〕
講
師
）
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ベ
ル
ク
ソ
ソ
の
方
松
と
そ
の
検
討

一
〇
九



weil　der　Begriff　der　Substanz　nur　die　Beharrichkeit　in　der　Zeit　enthalt．

Ohne　diese　Beharrichkeit　b！eibt　uns　zum　Begriffe　nichts　ifbrig，　als　die

logis¢he　Vorstellung　vom　＄ubjekt．　Das　lch　als　Din．a　an　sich　1〈aRn　zugleich

，，das　Bestimmende　（158，　Anmerkung）“　sein，　dessen　Spontaneit5t　es　ihm

nur　bewuSt　ist，　denn　die　innere　Materie　muts　i’n　ihm　liegen．

　　Die　ldee　der　reinen　Vernunft　（das　Problem　der　Seele）　folgt　der　Unter－

suchung　liber　die　，，Dunl〈elheit“　nach．

　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

La　re麦豊ex量0蹴be㎎；SO簸ie簸簸e　et　Sa　ref亙ex圭0麹

　　　ノ　　　　　　　　　　ノ

pheu◎搬e遡◎翌。蕩i曜e

Essa圭sur至a説窃ode　de　la　philosophie　bergsonieltne

Par　Tadashi　Ogawa

　　Cet　essai　se　compose　des　trois　parties：　1）　notre　interpr6tation　de　la

m6thode　philosophique　chez　Bergson　；　2）　une　6tude　critlque　sur　la　methode

bergsoRienne　；　3）　une　confrontation　de　la　ph6nomenologie　avec　la　re’flexion

bergsonienne．

　　La　m6thode　philosophique　est，　selon　Bergson，　1’intuition．　Mais　Bergson

dit　que　“notre　intuition　est　y6fiexion”．　（P．　M．　95）　Cette　intuition　comme

reflexieR，　est　ce　contraclictoire　？　Parceque　1’intttition　en　effet　signifie，　selon

Ber．ason，　une　coRscieRce　directe　qui　se　distiRgue　a　peine　de　1’objet　vu，

c’?ｓｔ－a－dire　une　conscience　directe　qtti　est　coRtact　et　mdime　co’incidence．　Au

contralre，　la　r6flexion　signifie　que　le　sujet　voyant　tient　1’objet　vu　a　dist－

ance．　ll　y　a　donc　une　ambigulte　dans　la　pens6e　de　la　methode　bergsonienne．

Beygson　decouvrit　toute　sa　philosophie，　quand　ll　trouva　6tonnant　qtte　dans

la　philosophie　de　Spencer　le　temps　reel，　la　dur6e　int6rieure　toute　pure，　ne・

joue　pas　de　r61e．　Pour　re－trot4ver　ce　qu’il　a　d6cottvert，　il　se　livra　a　une

longue　s6rie　de　r6flexions　et　d’analyses．　Cette　reflexion，　c’est　ce　que　nous

appelleerons　la　r6flexion　premiere　ou　aRalytique．　Apres　cette　r6flexion　Berg－

son　a　re－trouvE　la　vision　directe　qui　manifes£e　une　coincidence　entre　la

conscience　et　1’objet．　Meis　ce　n’est　pas　la　assez，　parce　que　le　p，hiiosophie　doit

parler　de　ce　qu’il　a　vu．　（Voir．　PiM．　42，　87，　134）　L’intuition　qui　est　“le
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reflet　dans　1’intelligence”　（PM．　87），　c’est　ce　qui　s’appelle　selon　nous　la．

r6flexion　deuxieme，　1’intuition　de　1’essence．　La　r6£lexion　premlere　exlge　la

reprise　de　la　qttoddit6　de　la　duree　pure．　La　reflexion　deuxidme　exige　la

quiddi£6　de　la　r6alit6，　la　dur6e　reelle．　L’experien¢e　du　premier　e’tonnement

qui　est　la　d6couverte　de　toute　sa　philosophie，　a　dirige　Bergson　en　tant

que　sch晦a　dynamiq疑e　dans　les　premiere　et　deuxiさme　r6flexions．

　　Dans　la　deuxieme　partie，　il　s’agit　de　1’ambigu’ite　de　1’intuition　bergsoni一一

enRe．　L’intution　est　selon　Bergson　“contact　ou　col’ncidence”　d’une　part　et

r6flexion　d’autre　part．　L’intuitiolt　comme　c伽。三denceゴest　possible　que，．

quand　elle　sigRifie　la　sympathie　c’est－a－dire　la　participation　a　la　splritualite

dans　les　choses．　Le　sens　vrais　de　la　rn6thode　bergsonienne　consiste　dans・

1’iRtuition　comme　r6f！exlon．　Ceci　est　selon　Merleatt－Ponty　1’acte　de　la

compr6hension，　qul　vise　a　1’explication　du　sens　de　“1’exp6rience　inondaine”

　　Dans　cette　dettxi6me　partie　nous　avons　tent6　d’expliguer　pourquei　1’ln一・

tel｝igence　bergsonienne　doit　abou£ir　ti　la　re1ativit6．

　　Dans　la　troisieme　partie　il　s’agira　d’eclaircir　1’origine　de　1’ambigui’t6　de

1’intuition．　Il　est　possible　de　la　cornprendre　si　1’on　tire　la　th60rie　ph6nomeno－

logique　dtt　Moi　chez　｝｛｛usserl．　La　r6flexion　foRdamentale　（“clie　Radikalisi一・

erung　der　Reduktion”）　de　la　pke’nom6nologie　se　manlfeste　comme　“Tem－

poralisation　de　soi－merne”　（Selbst－Zeitigung）　dtt　moi．　L’identit6　et　la　diffe一・

rence　du　Moi，　qui　est　le　sujet　r6i16chissant　et　1’objet　re’flechit，　correspon－

dent　a　1’arret　et　au　courant　du　pr6sent　vivant．　（Voir．　Gerd　Brand　：　Welt，

Ich　und　Zeit，　Haag　1955　et　K．　Hel（1　：　Lebendige　Gegenwart，　Haag　1965）

Merleau－Ponty　terouva　dans　le　pr6sent　vivant　，，le　lieu　v6ritable　de　la　phi－

losophie”．　（“Les　Sciences　de　1’homme　et　｝a　ph6nom6nologie”，　C．　D．　U．　p．．

67－8）　L’arabigu’it6　du　pr6sent　vivant　seya　1’origine　i’ambigul’t6　de　1’intui－

tion．
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